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(57)【要約】
　着色コーティング組成物について染料を選択するため
の方法が開示される。本方法は、（ａ）樹脂キャリアバ
インダー中で分散する顔料をそれぞれ含む複数の染料を
設けるステップと、（ｂ）樹脂コーティングバインダー
と、少なくとも１つの染料をそれぞれ含む複数のコーテ
ィング組成物を準備するステップであって、全てのバイ
ンダーの中身がキャリアバインダーとコーティングバイ
ンダーであるステップと、（ｃ）各コーティング組成物
の波長帯域における放射集光度を決定するステップと、
（ｄ）全てのバインダーに対する顔料の最大の荷重配分
比と、樹脂キャリアバインダーの最大量とを有し、当該
波長帯域における最小集光度を示す、ステップ（ｂ）の
コーティング組成物を特定するステップと、（ｅ）着色
コーティング組成物の準備に使用するために、ステップ
（ｄ）において特定されたコーティング組成物から染料
を選択するステップとを備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体発光体の第１のグループと、
　第１のルミネッセンス材料と、
　第２のルミネッセンス材料と、
　を含む照明デバイスであって、
　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれは、光照射状態の場合に、近紫外線領域ま
たは紫外線領域にピーク波長を有する光を放射し、
　前記第１のルミネッセンス材料は、励起された場合に、約４８０ｎｍから約４９０ｎｍ
の範囲内の主波長を有する光を放射し、
　前記第２のルミネッセンス材料は、励起された場合に、約５８０ｎｍから約５９０ｎｍ
の範囲内の主波長を有する光を放射し、
　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれが光照射状態の場合、（１）前記固体発光
体の第１のグループによって放射された照明デバイスから放射される光と、（２）前記第
１のルミネッセンス材料によって放射された照明デバイスから放射される光と、（３）前
記第２のルミネッセンス材料によって放射された照明デバイスから放射される光との混合
は、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載る少なくと
も１つの点の２０個のマクアダム楕円内の１つの点を定義するｘ、ｙ座標が、１９３１　
ＣＩＥ色度図上にあるような混合光照射をもたらすことを特徴とする照明デバイス。
【請求項２】
　前記固体発光体の第１のグループは、単一の固体発光体から構成されることを特徴とす
る請求項１に記載の照明デバイス。
【請求項３】
　前記固体発光体の第１のグループは、複数の固体発光体を含むことを特徴とする請求項
１に記載の照明デバイス。
【請求項４】
　前記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つは、発光ダイオードを含むことを特
徴とする請求項１から３のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項５】
　前記第１のルミネッセンス材料は、少なくとも第１のルミホール内に含まれることを特
徴とする請求項１から４のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項６】
　前記照明デバイスは少なくとも第１のパッケージを含み、前記第１のパッケージは、前
記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つと、少なくとも前記第１のルミホールと
を含むことを特徴とする請求項５に記載の照明デバイス。
【請求項７】
　前記第２のルミネッセンス材料は、少なくとも第１のルミホール内に含まれることを特
徴とする請求項１から６のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項８】
　前記照明デバイスは少なくとも第１のパッケージを含み、前記第１のパッケージは、前
記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つと、少なくとも前記第１のルミホールと
を含むことを特徴とする請求項７に記載の照明デバイス。
【請求項９】
　前記第１のルミネッセンス材料および前記第２のルミネッセンス材料は、少なくとも第
１のルミホール内に含まれることを特徴とする請求項１から８のうちのいずれか一項に記
載の照明デバイス。
【請求項１０】
　前記照明デバイスは少なくとも第１のパッケージを含み、前記第１のパッケージは、前
記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つと、少なくとも前記第１のルミホールと
を含むことを特徴とする請求項９に記載の照明デバイス。



(3) JP 2010-527510 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

【請求項１１】
　前記第１のルミネッセンス材料は少なくとも第１のルミホール内に含まれ、前記第２の
ルミネッセンス材料は少なくとも第２のルミホール内に含まれることを特徴とする請求項
１から１０のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１２】
　前記照明デバイスは少なくとも第１のパッケージを含み、前記第１のパッケージは、前
記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つと、前記第１のルミホールと、前記第２
のルミホールとを含むことを特徴とする請求項１１に記載の照明デバイス。
【請求項１３】
　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれは、光照射状態の場合に、約３８０ｎｍか
ら約４３０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放出することを特徴とする請求項１から１
２のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１４】
　前記照明デバイスは、カプセル封入材を含み、そしてパッケージ化された固体発光体の
形態であることを特徴とする請求項１から１３のうちのいずれか一項に記載の照明デバイ
ス。
【請求項１５】
　前記照明デバイスは、少なくとも第１の電力線と、少なくとも第２の電力線と、少なく
とも第１の電流調整器とをさらに含み、
　少なくとも第１の固体発光体は、前記第１の電力線に電気的に接続され、
　少なくとも第２の固体発光体は、前記第２の電力線に電気的に接続され、
　少なくとも前記第１のルミネッセンス材料の一部は、前記第１の固体発光体が光照射状
態の場合に励起され、
　少なくとも前記第２のルミネッセンス材料の一部は、前記第２の固体発光体が光照射状
態の場合に励起され、
　前記第１の電流調整器は、前記第１および第２の電力線の少なくとも１つに供給する電
流を変化させるように調整できる
　ことを特徴とする請求項１から１４のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１６】
　固体発光体の第１のグループと、
　固体発光体の第２のグループと、
　第１のルミネッセンス材料と、
　を含む照明デバイスであって、
　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれは、光照射状態の場合に、近紫外線領域ま
たは紫外線領域にピーク波長を有する光を放射し、
　前記固体発光体の第２のグループのそれぞれは、励起された場合に、約４８０ｎｍから
約４９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射し、
　前記第１のルミネッセンス材料は、励起された場合に、約５８０ｎｍから約５９０ｎｍ
の範囲内の主波長を有する光を放射し、
　前記固体発光体の第１および第２のグループのそれぞれが光照射状態の場合、（１）前
記固体発光体の第１のグループによって放射された照明デバイスから放射される光と、（
２）前記固体発光体の第２のグループによって放射された照明デバイスから放射される光
と、（３）前記第１のルミネッセンス材料によって放射された照明デバイスから放射され
る光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に
載る少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内の１つの点を定義するｘ、ｙ座標が
、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような混合光照射をもたらすことを特徴とする照明デ
バイス。
【請求項１７】
　前記固体発光体の第１のグループは、単一の固体発光体から構成されることを特徴とす
る請求項１６に記載の照明デバイス。
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【請求項１８】
　前記固体発光体の第１のグループは、複数の固体発光体を含むことを特徴とする請求項
１６に記載の照明デバイス。
【請求項１９】
　前記固体発光体の第２のグループは、単一の固体発光体から構成されることを特徴とす
る請求項１６から１８のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項２０】
　前記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つは、発光ダイオードを含むことを特
徴とする請求項１６から１９のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項２１】
　前記第１のルミネッセンス材料は、少なくとも第１のルミホール内に含まれることを特
徴とする請求項１６から２０のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項２２】
　前記照明デバイスは少なくとも第１のパッケージを含み、前記第１のパッケージは、前
記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つと、少なくとも前記第１のルミホールと
を含むことを特徴とする請求項２１に記載の照明デバイス。
【請求項２３】
　前記照明デバイスは、少なくとも第１の電力線と、少なくとも第２の電力線と、少なく
とも第１の電流調整器とをさらに含み、
　少なくとも前記固体発光体の第１のグループは、前記第１の電力線に電気的に接続され
、
　少なくとも前記固体発光体の第２のグループは、前記第２の電力線に電気的に接続され
、
　少なくとも前記第１のルミネッセンス材料の一部は、前記固体発光体の第１のグループ
の１つが光照射状態の場合に励起され、
　前記第１の電流調整器は、前記第１および第２の電力線の少なくとも１つに供給する電
流を変化させるように調整できる
　ことを特徴とする請求項１６から２２のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項２４】
　固体発光体の第１のグループと、
　固体発光体の第２のグループと、
　第１のルミネッセンス材料と、
　を含む照明デバイスであって、
　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれは、光照射状態の場合に、近紫外線領域ま
たは紫外線領域にピーク波長を有する光を放射し、
　前記固体発光体の第２のグループのそれぞれは、励起された場合に、約５８０ｎｍから
約５９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射し、
　前記第１のルミネッセンス材料は、励起された場合に、約４８０ｎｍから約４９０ｎｍ
の範囲内の主波長を有する光を放射し、
　前記固体発光体の第１および第２のグループのそれぞれが光照射状態の場合、（１）前
記固体発光体の第１のグループによって放射された照明デバイスから放射される光と、（
２）前記固体発光体の第２のグループによって放射された照明デバイスから放射される光
と、（３）前記第１のルミネッセンス材料によって放射された照明デバイスから放射され
る光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に
載る少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内の１つの点を定義するｘ、ｙ座標が
、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような混合光照射をもたらすことを特徴とする照明デ
バイス。
【請求項２５】
　前記固体発光体の第１のグループは、単一の固体発光体から構成されることを特徴とす
る請求項２４に記載の照明デバイス。
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【請求項２６】
　前記固体発光体の第１のグループは、複数の固体発光体を含むことを特徴とする請求項
２４に記載の照明デバイス。
【請求項２７】
　前記固体発光体の第２のグループは、単一の固体発光体から構成されることを特徴とす
る請求項２４から２６のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項２８】
　前記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つは、発光ダイオードを含むことを特
徴とする請求項２４から２７のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項２９】
　前記第１のルミネッセンス材料は、少なくとも第１のルミホール内に含まれることを特
徴とする請求項２４から２８のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項３０】
　前記照明デバイスは少なくとも第１のパッケージを含み、前記第１のパッケージは、前
記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つと、少なくとも前記第１のルミホールと
を含むことを特徴とする請求項２９に記載の照明デバイス。
【請求項３１】
　前記照明デバイスは、少なくとも第１の電力線と、少なくとも第２の電力線と、少なく
とも第１の電流調整器とをさらに含み、
　少なくとも前記固体発光体の第１のグループは、前記第１の電力線に電気的に接続され
、
　少なくとも前記固体発光体の第２のグループは、前記第２の電力線に電気的に接続され
、
　少なくとも前記第１のルミネッセンス材料の一部は、前記固体発光体の第１のグループ
の１つが光照射状態の場合に励起され、
　前記第１の電流調整器は、前記第１および第２の電力線の少なくとも１つに供給する電
流を変化させるように調整できる
　ことを特徴とする請求項２４から３０のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項３２】
　照明方法であって、
　固体発光体の第１のグループに光照射を行わせ、前記固体発光体の第１のグループのそ
れぞれが近紫外線領域または紫外線領域にピーク波長を有する光を放射するステップと、
　ルミホールの第１のグループを励起し、前記ルミホールの第１のグループのそれぞれが
約４８０ｎｍから約４９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するステップと、
　ルミホールの第２のグループを励起し、前記ルミホールの第２のグループのそれぞれが
約５８０ｎｍから約５９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するステップと、
　を備え、
　（１）前記固体発光体の第１のグループによって放射された照明デバイスから放射され
る光と、（２）前記ルミホールの第１のグループによって放射された前記照明デバイスか
ら放射される光と、（３）前記ルミホールの第２のグループによって放射された前記照明
デバイスから放射される光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ
色度図上の黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内の１つの点を
定義するｘ、ｙ座標が、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような混合光照射をもたらす
　ことを特徴とする照明方法。
【請求項３３】
　前記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つは、発光ダイオードを含むことを特
徴とする請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記固体発光体の第１のグループから放射された光は、前記ルミホールの第１のグルー
プを励起することを特徴とする請求項３２または３３に記載の方法。
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【請求項３５】
　前記固体発光体の第１のグループから放射された光は、前記ルミホールの第１のグルー
プの少なくとも一部を励起し、前記固体発光体の第２のグループから放射された光は、前
記ルミホールの第２のグループの少なくとも一部を励起することを特徴とする請求項３２
から３４のうちのいずれか一項に記載の方法。
【請求項３６】
　照明方法であって、
　固体発光体の第１のグループに光照射を行わせ、前記固体発光体の第１のグループのそ
れぞれが近紫外線領域または紫外線領域にピーク波長を有する光を放射するステップと、
　固体発光体の第２のグループに光照射を行わせ、前記固体発光体の第２のグループのそ
れぞれが約４８０ｎｍから約４９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するステップ
と、
　ルミホールの第１のグループを励起し、前記ルミホールの第１のグループのそれぞれが
約５８０ｎｍから約５９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するステップと、
　を備え、
　（１）前記固体発光体の第１のグループによって放射された照明デバイスから放射され
る光と、（２）前記固体発光体の第２のグループによって放射された前記照明デバイスか
ら放射される光と、（３）前記ルミホールの第１のグループによって放射された前記照明
デバイスから放射される光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ
色度図上の黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内の１つの点を
定義するｘ、ｙ座標が、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような混合光照射をもたらす
　ことを特徴とする照明方法。
【請求項３７】
　前記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つは、発光ダイオードを含むことを特
徴とする請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記固体発光体の第１のグループから放射された光は、前記ルミホールの第１のグルー
プを励起することを特徴とする請求項３６または３７に記載の方法。
【請求項３９】
　照明方法であって、
　固体発光体の第１のグループに光照射を行わせ、前記固体発光体の第１のグループのそ
れぞれが近紫外線領域または紫外線領域にピーク波長を有する光を放射するステップと、
　固体発光体の第２のグループに光照射を行わせ、前記固体発光体の第２のグループのそ
れぞれが約５８０ｎｍから約５９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するステップ
と、
　ルミホールの第１のグループを励起し、前記ルミホールの第１のグループのそれぞれが
約４８０ｎｍから約４９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するステップと、
　を備え、
　（１）前記固体発光体の第１のグループによって放射された照明デバイスから放射され
る光と、（２）前記固体発光体の第２のグループによって放射された照明デバイスから放
射される光と、（３）前記ルミホールの第１のグループによって放射された照明デバイス
から放射される光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上
の黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内の１つの点を定義する
ｘ、ｙ座標が、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような混合光照射をもたらす
　ことを特徴とする照明方法。
【請求項４０】
　前記固定発光体の第１のグループの少なくとも１つは、発光ダイオードを含むことを特
徴とする請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記固体発光体の第１のグループから放射された光は、前記ルミホールの第１のグルー
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プを励起することを特徴とする請求項３９または４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記固定発光体の第１のグループのそれぞれが光照射状態の場合に、前記混合は少なく
とも８５のＣＲＩ　Ｒａを有することを特徴とする請求項１から１５のうちのいずれか１
項に記載の照明デバイス。
【請求項４３】
　前記固定発光体の第１のグループのそれぞれ、および前記固定発光体の第２のグループ
のそれぞれが光照射状態の場合に、前記混合は少なくとも８５のＣＲＩ　Ｒａを有するこ
とを特徴とする請求項１６から３１のうちのいずれか１項に記載の照明デバイス。
【請求項４４】
　前記混合は少なくとも８５のＣＲＩ　Ｒａを有することを特徴とする請求項３２から４
１のうちのいずれか１項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、参照により本明細書に組み込まれている、２００７年５月８日に出願した米
国仮特許出願第６０／９１６，５９０号の利益を主張するものである。
【０００２】
　本発明の主題は、照明デバイス、特に、１つまたは複数の固体発光体（例えば、発光ダ
イオード）および１つまたは複数のルミネッセンス材料（例えば、１つまたは複数のリン
光体）を含むデバイスに関する。本発明の主題は、さらに、パッケージ化された固体発光
体も対象とする。本発明の主題は、さらに、照明方法も対象とする。
【背景技術】
【０００３】
　米国国内で発電される電力の大きな割合（ある評価によると、２５パーセント以上）が
毎年、照明に使われる。そのため、エネルギー効率のよい照明を実現することが絶えず求
められている。白熱電球は、エネルギー効率が非常によくない光源としてよく知られてお
り、消費される電力の９０パーセント程度が光ではなく熱として放出される。蛍光電球は
白熱電球に比べて（約１０倍）効率が高いが、それでも、発光ダイオードなどの固体発光
体に比べると効率が低い。
【０００４】
　それに加えて、白熱電球は、固体発光体の標準的な寿命に比べると比較的に短命であり
、つまり、典型的には７５０～１０００時間程度である。対照的に、例えば、発光ダイオ
ードでは、その標準的寿命は５０，０００から７０，０００時間の間である。蛍光電球は
白熱電球よりも寿命は長い（例えば、１０，０００～２０，０００時間）が、好ましい色
再現が劣る。
【０００５】
　色再現は、典型的には、平均演色評価数（ＣＲＩ　Ｒａ）を使用して測定される。ＣＲ
Ｉ　Ｒａは、光照射システムの演色と８つの基本色の光を照射したときの基準放射体の演
色との対比を示す相対測定の修正された平均である。つまり、特定のランプで光を照射し
たときの物体の表面色の偏移の相対尺度である。ＣＲＩ　Ｒａは、光照射システムによっ
て照射されている一組のテスト色の色座標が基準放射体によって照射される同じテスト色
の座標と同じである場合に１００に等しい。昼光は、ＣＲＩが高く（Ｒａは約１００）、
白熱電球も比較的近く（Ｒａは９５より大きい）、蛍光照明は正確さに劣る（Ｒａは典型
的には７０～８０）。いくつかの種類の専用照明は、ＣＲＩが非常に低く（例えば、水銀
灯またはナトリウム灯のＲａは約４０以下とかなり低い）。ナトリウム灯は、例えば、ハ
イウェイの照明用に使用される。しかし、運転者のレスポンスタイムは、ＣＲＩ　Ｒａ値
の低下とともに著しく減少する（与えられた輝度に対し、視認性はＣＲＩ　Ｒａの低下と
ともに減少する）。
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【０００６】
　従来の照明設備で直面している他の問題は、照明デバイス（例えば、電球など）を定期
的に交換する必要があるという点である。このような問題は、近づきにくい場所（例えば
、アーチ型天井、橋、高層ビル、トンネル）に照明がある場合、および／または交換費用
が極端に高くつく場合に特に顕著である。従来の照明具の典型的な寿命は、約２０年であ
り、これは、少なくとも約４４，０００時間の光発生デバイスの使用（毎日６時間２０年
間にわたって使用した場合に基づく）に対応する。光発生デバイスの寿命は、典型的には
かなり短く、そのため、定期的交換が必要になる。
【０００７】
　したがって、これらの理由および他の理由から、様々な用途において白熱灯、蛍光灯、
および他の照明デバイスの代わりに固体発光体を使用する方法を開発する作業が進行中で
ある。それに加えて、固体発光体がすでに使用されている場合、例えばエネルギー効率、
平均演色評価数（ＣＲＩ　Ｒａ）、コントラスト、発光効率（ｌｍ／Ｗ）、および／また
は使用期間に関して改善された固体発光体封入デバイスを実現する作業が続けられている
。
【０００８】
　固体発光体の一グループは、発光ダイオードである。発光ダイオードは、電流を光に変
換する、よく知られている半導体デバイスである。各種の発光ダイオードが使用される分
野の多様さが増し、またその目的も多種多様である。
【０００９】
　より具体的には、発光ダイオードは、電位差がｐ－ｎ接合構造間に印加されたときに光
（紫外線、可視光線、または赤外線）を放射する半導体デバイスである。発光ダイオード
および多くの関連する構造を製作する方法はよく知られており、またその数も多く、本発
明の主題では、そのようなデバイスを使用することができる。発光ダイオードを含む、様
々な光デバイスを説明した非特許文献１の第１２～１４章および非特許文献２の第７章を
参照されたい。
【００１０】
　（例えば）電器店で売られている、一般に認められ、市販されている発光ダイオード（
「ＬＥＤ」）は、典型的には、多数のパーツで構成された「パッケージ化された」デバイ
スである。これらのパッケージ化されたデバイスは、特許文献１、特許文献２、および特
許文献３において説明されているものなど（限定はしないが）の半導体ベースの発光ダイ
オード、様々な配線接続部、および発光ダイオードを封入したパッケージを含む。
【００１１】
　よく知られているように、発光ダイオードは、半導体活性（発光）層の伝導帯と価電子
帯との間のバンドギャップを越えて電子を励起することにより光を発生する。電子遷移に
より、バンドギャップに依存する波長の光が発生する。したがって、発光ダイオードによ
って放射される光の色（波長）は、発光ダイオードの活性層の半導体材料に依存する。
【００１２】
　固体発光体、例えば、発光ダイオードの開発は、様々な形で照明業界に革新をもたらし
たけれども、固体発光体の特性のいくつかは難題であり、そのうちのいくつかはまだ完全
には解決されていない。例えば、特定の発光ダイオードの発光スペクトルは、典型的には
、（発光ダイオードの組成と構造によって示されるような）単一波長の前後に集中するが
、これが望ましい用途もあれば、これが望ましくない用途もある（例えば、照明を行う場
合には、このような発光スペクトルのＣＲＩ　Ｒａは非常に低くなる）。
【００１３】
　白色として知覚される光は、必ず、２つ以上の色（または波長）の光の混合であるため
、白色光を効率的に発生できる単一の発光ダイオード接合は開発されていない。赤色、緑
色、および青色の各発光ダイオードからなる発光ダイオードピクセル／クラスタを有する
「白色」発光ダイオードランプが開発されている。（１）青色光を発生する発光ダイオー
ドおよび（２）発光ダイオードによって放射される光による励起に応答して黄色光を放射
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するルミネッセンス材料（例えば、リン光体）を含み、これにより、青色光と黄色光とが
混合されたときに白色光と知覚される光を発生する、他の「白色」発光ダイオードランプ
も製作されている。
【００１４】
　一般に、１９３１　ＣＩＥ色度図（１９３１年に定められた原色の国際標準）および１
９７６　ＣＩＥ色度図（１９３１　ＣＩＥ色度図と同様であるが、図上の類似の距離が類
似の知覚される色の違いを表すように修正された図）は、色の重み付き総和として色を定
義する際の有用な基準となる。
【００１５】
　様々なルミネッセンス材料（およびルミホール（ｌｕｍｉｐｈｏｒｓ）または発光団媒
体（例えば、参照により本明細書に組み込まれている特許文献４参照）と呼ばれる、ルミ
ネッセンス材料を含む構造）は、よく知られており、当業者に利用可能である。例えば、
リン光体は、励起放射源によって励起されたときに応答放射線（例えば、可視光）を放射
するルミネッセンス材料である。多くの場合、応答放射は、励起放射の波長と異なる波長
を有する。ルミネッセンス材料の他の例としては、シンチレータ、昼光テープ（ｄａｙ　
ｇｌｏｗ　ｔａｐｅ）、および紫外線を照射した後に可視スペクトルで発光するインクが
挙げられる。
【００１６】
　ルミネッセンス材料は、下方変換、つまり、光子を低いエネルギー準位（長い波長）に
変換する材料、または上方変換、つまり、光子を高いエネルギー準位（短い波長）に変換
する材料に分類することができる。
【００１７】
　ＬＥＤデバイスにルミネッセンス材料を含有することは、これまで、例えば、混合また
はコーティングプロセスによって、上述のようにルミネッセンス材料を透明な、または実
質的に透明なカプセル封入材料（例えば、エポキシベース、シリコーンベース、ガラスベ
ース、または金属酸化物ベースの材料）を加えることにより実施されてきた。
【００１８】
　例えば、特許文献５（Ｙａｎｏ　‘１６６）は、従来の発光ダイオードランプが発光ダ
イオードチップ、発光ダイオードチップを覆うための弾丸型透明ハウジング、電流を発光
ダイオードチップに供給するためのリード、および発光ダイオードチップからの放射を均
一方向に反射するためのカップ反射体を含み、発光ダイオードチップは第１の樹脂部分で
カプセル封入され、これはさらに第２の樹脂部分でカプセル封入されることを開示してい
る。特許文献５によれば、第１の樹脂部分は、カップ反射体に樹脂材料を充填し、カップ
反射体の底部に発光ダイオードチップを載せ、次いでカソード電極とアノード電極を金属
線でリードに電気的に接続した後その樹脂材料を硬化させることにより形成される。特許
文献５によれば、リン光体は、発光ダイオードチップから放射された光Ａにより励起され
るように第１の樹脂部分内に分散され、励起されたリン光体は、光Ａより長い波長を有す
る蛍光（「光Ｂ」）を発生し、光Ａの一部は、リン光体を含む第１の樹脂部分内を透過し
、その結果、光Ａおよび光Ｂの混合である光Ｃが光照射として使用される。
【００１９】
　上記のように、「白色ＬＥＤランプ」（つまり、白色または近白色として知覚されるラ
ンプ）が、白色白熱灯の代替候補として調査されている。白色ＬＥＤランプの代表例とし
ては、窒化インジウムガリウム（ＩｎＧａＮ）または窒化ガリウム（ＧａＮ）で作られ、
ＹＡＧなどのリン光体でコーティングされた、青色発光ダイオードチップのパッケージが
挙げられる。このようなＬＥＤランプでは、青色発光ダイオードチップは青色を発光し、
その放射を受けてリン光体は黄色の蛍光を放射する。例えば、いくつかの設計では、白色
発光ダイオードランプは、セラミックリン光体層を青色発光半導体発光ダイオードの出力
表面上に形成することにより製造される。発光ダイオードチップから放射された青色光線
の一部は、リン光体を通過するが、発光ダイオードチップから放射された青色光線の一部
は、リン光体によって吸収され、リン光体は励起され、黄色光線を放射する。リン光体を
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透過する発光ダイオードによって放射される青色光の一部は、リン光体によって放射され
る黄色光と混合される。観察者は、青色と黄色の光の混合を白色光として知覚する。他の
種類では、赤色またはオレンジ色と緑色または黄緑の光線を発生するリン光体材料と組み
合わせた青色または紫色の発光ダイオードチップを使用する。このようなランプでは、発
光ダイオードチップによって放射される青色または紫色の光の一部は、リン光体を励起し
、これによりリン光体は赤色またはオレンジ色と黄色または緑色の光線を放射する。これ
らの光線は、青色または紫色の光線と組み合わされて、白色光の知覚を生み出すことがで
きる。
【００２０】
　また上記のように、他の種類のＬＥＤランプでは、紫外線を放射する発光ダイオードチ
ップは、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、および青色（Ｂ）の光線と組み合わされる。このよう
な「ＲＧＢ　ＬＥＤランプ」では、発光ダイオードチップから放射された紫外線は、リン
光体を励起し、これにより、リン光体は赤色、緑色、および青色の光線を放射し、これら
の混合された光線は、人間の目に白色光として知覚される。したがって、白色光は、これ
らの光線の混合として構成されうる。
【００２１】
　既存のＬＥＤコンポーネントパッケージおよび他の電子部品が１つの器具に組み立てら
れる設計が提示されている。このような設計では、パッケージ化されたＬＥＤは、回路基
板に取り付けられるか、またはヒートシンクに直接取り付けられ、回路基板は、ヒートシ
ンクに取り付けられ、ヒートシンクは、必要な駆動用電子部品とともに器具筐体に取り付
けられる。多くの場合、追加の光学系（パッケージパーツの補助）も必要である。
【００２２】
　固体発光体を他の光源、例えば白熱電球の代わりに使用する場合、パッケージ化された
ＬＥＤは、従来の照明器具、例えば、中空レンズおよびレンズに取り付けられているベー
スプレートを含む器具とともに使用されているが、ただしベースプレートは電源に電気的
に結合されている１つまたは複数の接点を持つ従来のソケット筐体を有する。例えば、電
気回路基板、回路基板に取り付けられている複数のパッケージ化されたＬＥＤ、および回
路基板に取り付けられ、照明器具のソケット筐体に接続されるように適合されている接続
ポストを含み、電源によって複数のＬＥＤから光を照射できる、ＬＥＤ電球が製造されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２３】
【特許文献１】米国特許第４，９１８，４８７号明細書
【特許文献２】米国特許第５，６３１，１９０号明細書
【特許文献３】米国特許第５，９１２，４７７号明細書
【特許文献４】米国特許第６，６００，１７５号明細書
【特許文献５】米国特許第６，９６３，１６６号明細書
【特許文献６】米国特許出願第６０／７５３，１３８号明細書
【特許文献７】米国特許出願第１１／６１４，１８０号明細書
【特許文献８】米国特許出願第６０／７９４，３７９号明細書
【特許文献９】米国特許出願第１１／６２４，８１１号明細書
【特許文献１０】米国特許出願第６０／８０８，７０２号明細書
【特許文献１１】米国特許出願第１１／７５１，９８２号明細書
【特許文献１２】米国特許出願第６０／８０８，９２５号明細書
【特許文献１３】米国特許出願第１１／７５３，１０３号明細書
【特許文献１４】米国特許出願第６０／８０２，６９７号明細書
【特許文献１５】米国特許出願第１１／７５１，９９０号明細書
【特許文献１６】米国特許出願第６０／７９３，５２４号明細書
【特許文献１７】米国特許出願第１１／７３６，７６１号明細書



(11) JP 2010-527510 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

【特許文献１８】米国特許出願第６０／８３９，４５３号明細書
【特許文献１９】米国特許出願第１１／８４３，２４３号明細書
【特許文献２０】米国特許出願第６０／８５１，２３０号明細書
【特許文献２１】米国特許出願第１１／８７０，６７９号明細書
【特許文献２２】米国特許出願第６０／９１６，６０８号明細書
【特許文献２３】米国特許出願第１２／０１７，６７６号明細書
【特許文献２４】米国特許出願第６０／９８２，９００号明細書
【特許文献２５】米国特許出願第６０／８０９，９５９号明細書
【特許文献２６】米国特許出願第１１／６２６，４８３号明細書
【特許文献２７】米国特許出願第６０／８０９，５９５号明細書
【特許文献２８】米国特許出願第１１／７５５，１６２号明細書
【特許文献２９】米国特許出願第６０／８４４，３２５号明細書
【特許文献３０】米国特許出願第１１／８５４，７４４号明細書
【特許文献３１】米国特許出願第６０／９４３，９１０号明細書
【特許文献３２】米国特許出願第６０／９９０，７２４号明細書
【特許文献３３】米国特許出願第６１／０４１，４０４号明細書
【特許文献３４】米国特許出願第６１／０２２，８８６号明細書
【特許文献３５】米国特許出願第６１／０３９，９２６号明細書
【特許文献３６】米国特許出願第６０／７５２，７５３号明細書
【特許文献３７】米国特許出願第１１／６１３，６９２号明細書
【特許文献３８】米国特許出願第６０／７９８，４４６号明細書
【特許文献３９】米国特許出願第１１／７４３，７５４号明細書
【特許文献４０】米国特許出願第６０／８０９，６１８号明細書
【特許文献４１】米国特許出願第１１／７５５，１５３号明細書
【特許文献４２】米国特許出願第６０／８４５，４２９号明細書
【特許文献４３】米国特許出願第１１／８５６，４２１号明細書
【特許文献４４】米国特許出願第６０／８４６，２２２号明細書
【特許文献４５】米国特許出願第１１／８５９，０４８号明細書
【特許文献４６】米国特許出願第６０／８５８，５５８号明細書
【特許文献４７】米国特許出願第１１／９３９，０４７号明細書
【特許文献４８】米国特許出願第６０／８５８，８８１号明細書
【特許文献４９】米国特許出願第１１／９３９，０５２号明細書
【特許文献５０】米国特許出願第６０／８５９，０１３号明細書
【特許文献５１】米国特許出願第１１／７３６，７９９号明細書
【特許文献５２】米国特許出願第６０／８５３，５８９号明細書
【特許文献５３】米国特許出願第１１／８７７，０３８号明細書
【特許文献５４】米国特許出願第６０／８６１，９０１号明細書
【特許文献５５】米国特許出願第６０／９１６，３８４号明細書
【特許文献５６】米国特許出願第１１／９４８，０４１号明細書
【特許文献５７】米国特許出願第６０／９１６，０３０号明細書
【特許文献５８】米国特許出願第６０／９１６，４０７号明細書
【特許文献５９】米国特許出願第６１／０２９，０６８号明細書
【特許文献６０】米国特許出願第６１／０３７，３６６号明細書
【特許文献６１】米国特許出願第１２／０１７，５５８号明細書
【特許文献６２】米国特許出願第６０／８８５，９３７号明細書
【特許文献６３】米国特許出願第６０／９８２，８９２号明細書
【特許文献６４】米国特許出願第６０／９８６，６６２号明細書
【特許文献６５】米国特許出願第１２／０１７，６００号明細書
【特許文献６６】米国特許出願第６０／９８２，９０９号明細書
【特許文献６７】米国特許出願第６０／９８６，７９５号明細書
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【非特許文献】
【００２４】
【非特許文献１】Sze, Physics of Semiconductor Devices (2d Ed. 1981)
【非特許文献２】Sze, Modern Semiconductor Device Physics (1998)
【非特許文献３】"Encyclopedia of Physical Science and Technology", vol. 7, 230-2
31 (Robert A Meyers ed., 1987)
【非特許文献４】K. H. Butler, "Fluorescent Lamp Phosphors" (The Pennsylvania Sta
te University Press 1980)
【非特許文献５】G. Blasse et al., "Luminescent Materials" (Springer-Verlag 1994)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２５】
　固体発光体、例えば、発光ダイオードを使用して様々な用途で白色光を利用できるよう
にし、しかもエネルギー効率を高め、平均演色評価数（ＣＲＩ　Ｒａ）を改善し、発光効
率（ｌｍ／Ｗ）を上げ、および／または耐用期間を延ばすような方法が継続して求められ
ている。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　本発明の主題の第１の態様によれば、照明デバイスが実現され、このデバイスは、固体
発光体の第１のグループと、第１のルミネッセンス材料と、第２のルミネッセンス材料と
を含み、ここで、固体発光体の第１のグループのそれぞれは、光照射状態の場合に、近紫
外線領域または紫外線領域のピーク波長を有する光を放射し、第１のルミネッセンス材料
は、励起された場合に、約４８０ｎｍから約４９０ｎｍの範囲内の主波長（例えば、約４
８５ｎｍ）を有する光を放射し、第２のルミネッセンス材料は、励起された場合に、約５
８０ｎｍから約５９０ｎｍの範囲内の主波長（例えば、約５８５ｎｍ）を有する光を放射
し、固体発光体の第１のグループのそれぞれが光照射状態の場合、（１）固体発光体の第
１のグループによって放射された照明デバイスから放射される光と（２）第１のルミネッ
センス材料によって放射された照明デバイスから放射される光と（３）第２のルミネッセ
ンス材料によって放射された照明デバイスから放射される光との混合は、追加の光が存在
しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載っている少なくとも１つの点の
４０個のマクアダム楕円（または２０個のマクアダム楕円、または１０個のマクアダム楕
円、または５個のマクアダム楕円、または３個のマクアダム楕円）内にある点を定義する
ｘ、ｙ座標が１９３１　ＣＩＥ色度図上にある組み合わされた光照射をもたらす。
【００２７】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、第１のルミネッセンス材料が
、少なくとも第１のルミホールに含まれる。そのようないくつかの実施形態において、照
明デバイスは、少なくとも第１のパッケージを含む。第１のパッケージは、少なくとも固
体発光体の第１のグループの１つと、少なくとも第１のルミホールとを含む。
【００２８】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、第２のルミネッセンス材料が
、少なくとも第１のルミホールに含まれる。そのようないくつかの実施形態において、照
明デバイスは、少なくとも第１のパッケージを含む。第１のパッケージは、少なくとも固
体発光体の第１のグループの１つと、少なくとも第１のルミホールとを含む。
【００２９】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、第１のルミネッセンス材料お
よび第２のルミネッセンス材料が、少なくとも第１のルミホールに含まれる。そのような
いくつかの実施形態において、照明デバイスは、少なくとも第１のパッケージを備える。
この第１のパッケージは、固体発光体の第１のグループのうちの少なくとも１つと、少な
くとも第１のルミホールを含む。
【００３０】
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　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、第１のルミネッセンス材料は
少なくとも第１のルミホールに含まれ、第２のルミネッセンス材料は少なくとも第２のル
ミホールに含まれる。そのようないくつかの実施形態において、照明デバイスは、少なく
とも第１のパッケージを含む。第１のパッケージは、固体発光体の第１のグループのうち
の少なくとも１つと、第１のルミホールと、第２のルミホールを含む。
【００３１】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
のそれぞれは、光照射状態の場合、約３８０ｎｍから約４３０ｎｍまでの範囲内のピーク
波長を有する光を放射する。
【００３２】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、照明デバイスは、カプセル封
入材を含み、またパッケージ化された固体発光体の形態をとる。
【００３３】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、照明デバイスは、少なくとも
第１の電力線と、第２の電力線と、少なくとも第１の電流調整器とをさらに含み、少なく
とも固体発光体の第１のグループのうちの１つは、第１の電力線に電気的に接続されてお
り、少なくとも固体発光体の第２のグループのうちの１つは、第２の電力線に電気的に接
続されており、第１のルミネッセンス材料の少なくとも一部は、第１の固体発光体が光照
射状態の場合に励起され、第２のルミネッセンス材料の少なくとも一部は、第２の固体発
光体が光照射状態の場合に励起され、第１の電流調整器は、少なくとも第１および第２の
電力線に供給する電流を変化させるように調整する。
【００３４】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
のそれぞれが光照射状態の場合、照明デバイスは、少なくとも８５のＣＲＩ　Ｒａ、いく
つかの実施形態では少なくとも９０のＣＲＩ　Ｒａ、いくつかの実施形態では少なくとも
９２のＣＲＩ　Ｒａ、および、いくつかの実施形態では少なくとも９５のＣＲＩ　Ｒａを
有する光を放射する。
【００３５】
　本発明の主題の第２の態様によれば、照明デバイスが実現され、このデバイスは、固体
発光体の第１のグループと、固体発光体の第２のグループと、第１のルミネッセンス材料
と、を含み、ここで、固体発光体の第１のグループのそれぞれは、光照射状態の場合に、
近紫外線領域または紫外線領域のピーク波長を有する光を放射し、固体発光体の第２のグ
ループのそれぞれは、光照射状態の場合に、約４８０ｎｍから約４９０ｎｍの範囲内の主
波長を有する光を放射し、第１のルミネッセンス材料は、励起された場合に、約５８０ｎ
ｍから約５９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射し、固体発光体の第１および第２
のグループのそれぞれが光照射状態の場合、（１）固体発光体の第１のグループによって
放射された照明デバイスから放射される光と（２）固体発光体の第２のグループによって
放射された照明デバイスから放射される光と（３）第1のルミネッセンス材料によって放
射された照明デバイスから放射される光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９
３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載っている少なくとも１つの点の４０個のマクアダム
楕円（または２０個のマクアダム楕円、または１０個のマクアダム楕円、または５個のマ
クアダム楕円、または３個のマクアダム楕円）内にある点を定義するｘ、ｙ座標が１９３
１　ＣＩＥ色度図上にある組み合わされた光照射をもたらす。
【００３６】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、第１のルミネッセンス材料が
、少なくとも第１のルミホールに含まれる。そのようないくつかの実施形態において、照
明デバイスは、少なくとも第１のパッケージを含む。第１のパッケージは、少なくとも固
体発光体の第１のグループの１つと、少なくとも第１のルミホールとを含む。
【００３７】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、照明デバイスは、少なくとも
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第１の電力線と、第２の電力線と、少なくとも第１の電流調整器とをさらに含み、少なく
とも固体発光体の第１のグループのうちの１つは、第１の電力線に電気的に接続されてお
り、少なくとも固体発光体の第２のグループのうちの１つは、第２の電力線に電気的に接
続されており、第１のルミネッセンス材料の少なくとも一部は、第１の固体発光体が光照
射状態の場合に励起され、第２のルミネッセンス材料の少なくとも一部は、第２の固体発
光体が光照射状態の場合に励起され、第１の電流調整器は、少なくとも第１および第２の
電力線に供給する電流を変化させるように調整する。
【００３８】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
のそれぞれ、および固体発光体の第２のグループのそれぞれが光照射状態の場合、照明デ
バイスは、少なくとも８５のＣＲＩ　Ｒａ、いくつかの実施形態では少なくとも９０のＣ
ＲＩ　Ｒａ、いくつかの実施形態では少なくとも９２のＣＲＩ　Ｒａ、および、いくつか
の実施形態では少なくとも９５のＣＲＩ　Ｒａを有する光を放射する。
【００３９】
　本発明の主題の第３の態様によれば、照明デバイスが実現され、このデバイスは、固体
発光体の第１のグループと、固体発光体の第２のグループと、第１のルミネッセンス材料
と、を含み、ここで、固体発光体の第１のグループのそれぞれは、光照射状態の場合に、
近紫外線領域または紫外線領域のピーク波長を有する光を放射し、固体発光体の第２のグ
ループのそれぞれは、光照射状態の場合に、約５８０ｎｍから約５９０ｎｍの範囲内の主
波長を有する光を放射し、第１のルミネッセンス材料は、励起された場合に、約４８０ｎ
ｍから約４９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射し、固体発光体の第１および第２
のグループのそれぞれが光照射状態の場合、（１）固体発光体の第１のグループによって
放射された照明デバイスから放射される光と（２）固体発光体の第２のグループによって
放射された照明デバイスから放射される光と（３）第1のルミネッセンス材料によって放
射された照明デバイスから放射される光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９
３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載っている少なくとも１つの点の４０個のマクアダム
楕円（または２０個のマクアダム楕円、または１０個のマクアダム楕円、または５個のマ
クアダム楕円、または３個のマクアダム楕円）内にある点を定義するｘ、ｙ座標が１９３
１　ＣＩＥ色度図上にある組み合わされた光照射をもたらす。
【００４０】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、第１のルミネッセンス材料の
少なくとも一部が、少なくとも第１のルミホールに含まれる。そのようないくつかの実施
形態において、照明デバイスは、少なくとも第１のパッケージを含む。第１のパッケージ
は、少なくとも固体発光体の第１のグループの１つと、少なくとも第１のルミホールとを
含む。
【００４１】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、照明デバイスは、少なくとも
第１の電力線と、第２の電力線と、少なくとも第１の電流調整器とをさらに含み、少なく
とも固体発光体の第１のグループのうちの１つは、第１の電力線に電気的に接続されてお
り、少なくとも固体発光体の第２のグループのうちの１つは、第２の電力線に電気的に接
続されており、第１のルミネッセンス材料の少なくとも一部は、第１の固体発光体が光照
射状態の場合に励起され、第２のルミネッセンス材料の少なくとも一部は、第２の固体発
光体が光照射状態の場合に励起され、第１の電流調整器は、少なくとも第１および第２の
電力線に供給する電流を変化させるように調整する。
【００４２】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
のそれぞれ、および固体発光体の第２のグループのそれぞれが光照射状態の場合、照明デ
バイスは、少なくとも８５のＣＲＩ　Ｒａ、いくつかの実施形態では少なくとも９０のＣ
ＲＩ　Ｒａ、いくつかの実施形態では少なくとも９２のＣＲＩ　Ｒａ、および、いくつか
の実施形態では少なくとも９５のＣＲＩ　Ｒａを有する光を放射する。
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【００４３】
　本発明の主題の第４の態様によれば、照明の方法が提供され、この方法は、固体発光体
の第１のグループに光照射を行わせ、固体発光体の第１のグループのそれぞれが近紫外線
領域または紫外線領域のピーク波長を有する光を放射するようにすることと、ルミホール
の第１のグループを励起し、ルミホールの第１のグループのそれぞれが約４８０ｎｍから
約４９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するようにすること、ルミホールの第２
のグループを励起し、ルミホールの第２のグループのそれぞれが約５８０ｎｍから約５９
０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するようにすること、を含み、ここで、（１）
固体発光体の第１のグループによって放射された照明デバイスから放射される光と（２）
ルミホールの第１のグループによって放射された照明デバイスから放射される光と（３）
ルミホールの第２のグループによって放射された照明デバイスから放射される光との混合
が、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載っている少
なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内にある点を定義するｘ、ｙ座標が１９３１
　ＣＩＥ色度図上にある組み合わされた光照射をもたらす。
【００４４】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
のうちの少なくとも１つは、発光ダイオードを含む。
【００４５】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
から放射された光が、ルミホールの第１のグループを励起する。
【００４６】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
から放射された光が、ルミホールの第１のグループを励起し、固体発光体の第２のグルー
プから放射された光が、ルミホールの第２のグループを励起する。
【００４７】
　本発明の主題の第５の態様によれば、照明の方法が提供され、この方法は、固体発光体
の第１のグループに光照射を行わせ、固体発光体の第１のグループのそれぞれが近紫外線
領域または紫外線領域のピーク波長を有する光を放射するようにすることと、固体発光体
の第２のグループに光照射を行わせ、固体発光体の第２のグループのそれぞれが約４８０
ｎｍから約４９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するようにすることと、ルミホ
ールの第１のグループを励起し、ルミホールの第１のグループのそれぞれが約５８０ｎｍ
から約５９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するようにすること、を含み、ここ
で、（１）固体発光体の第１のグループによって放射された照明デバイスから放射される
光と（２）固体発光体の第２のグループによって放射された照明デバイスから放射される
光と（３）ルミホールの第１のグループによって放射された照明デバイスから放射される
光との混合が、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載
っている少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内にある点を定義するｘ、ｙ座標
が１９３１　ＣＩＥ色度図上にある組み合わされた光照射をもたらす。
【００４８】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
のうちの少なくとも１つは、発光ダイオードを含む。
【００４９】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
から放射された光が、ルミホールの第１のグループを励起する。
【００５０】
　本発明の主題の第６の態様によれば、照明の方法が提供され、この方法は、固体発光体
の第１のグループに光照射を行わせ、固体発光体の第１のグループのそれぞれが近紫外線
領域または紫外線領域のピーク波長を有する光を放射するようにすることと、固体発光体
の第２のグループに光照射を行わせ、固体発光体の第２のグループのそれぞれが約５８０
ｎｍから約５９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するようにすることと、ルミホ
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ールの第１のグループを励起し、ルミホールの第１のグループのそれぞれが約４８０ｎｍ
から約４９０ｎｍの範囲内の主波長を有する光を放射するようにすること、を含み、ここ
で、（１）固体発光体の第１のグループによって放射された照明デバイスから放射される
光と（２）固体発光体の第２のグループによって放射された照明デバイスから放射される
光と（３）ルミホールの第１のグループによって放射された照明デバイスから放射される
光との混合が、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載
っている少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内にある点を定義するｘ、ｙ座標
が１９３１　ＣＩＥ色度図上にある組み合わされた光照射をもたらす。
【００５１】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
のうちの少なくとも１つは、発光ダイオードを含む。
【００５２】
　本発明の主題のこの態様によるいくつかの実施形態では、固体発光体の第１のグループ
から放射された光が、ルミホールの第１のグループを励起する。
【００５３】
　本発明の主題の第５または第６の態様によるいくつかの実施形態では、照明デバイスか
ら放射される光の混合は、少なくとも８５のＣＲＩ　Ｒａ、いくつかの実施形態では少な
くとも９０のＣＲＩ　Ｒａ、いくつかの実施形態では少なくとも９２のＣＲＩ　Ｒａ、お
よび、いくつかの実施形態では少なくとも９５のＣＲＩ　Ｒａを有する。
【００５４】
　本発明の主題は、いずれかのルミネッセンス材料が１または複数の固体発光体デバイス
と交換できる実施形態を包含する。ここで、この固体発光体デバイスは、ルミネッセンス
材料が励起されたときに放射される色と一致する光を（単独で、または他の光源との組み
合わせにより）放射するものとする。
【００５５】
　本発明の主題によるいくつかの実施形態において、（１）励起された場合、約４８０ｎ
ｍから約４９０ｎｍ（例えば、４８５ｎｍ）の範囲内の主波長を有する光を放射する第１
のルミネッセンス材料と、（２）励起された場合、約５８０ｎｍから約５９０ｎｍ（例え
ば、５８５ｎｍ）の範囲内の主波長を有する光を放射する第２のルミネッセンス材料と、
が含まれる。この第１および第２のルミネッセンス材料は、個別の要素にでき、または互
いに組み合わせることができる。いずれの場合にも、ルミネッセンス材料の各量を選択し
て、最終的な光の色温度を所望のものにできる（つまり、ルミネッセンス材料の各量を変
えることにより、最終的な色温度も変わりうる）。
【００５６】
　「主波長」という表現は、本明細書では、光源のスペクトルパワー分布における最大パ
ワーを持つスペクトル線を指すことがよく知られている「ピーク波長」とは反対に、スペ
クトルの知覚された色、つまり光源によって放射された光を見たときに知覚される色感覚
に最もよく似た色感覚を引き起こす単一の波長（つまり、「色相」におおよそ類似してい
る）を指すよく知られている許容される意味に従って使用される。人間の目は、すべての
波長を等しく知覚するわけではなく（黄色と緑色の知覚は、赤色と青色に比べてよい）、
また多くの固体発光体（例えば、ＬＥＤ）によって放射される光は、実際には、ある範囲
の波長であるため、知覚される色（つまり、主波長）は、必ずしも、最高パワーを持つ波
長（ピーク波長）に等しいわけではない（多くの場合、異なる）。レーザーなどの真の単
色光は、同じ主波長およびピーク波長を有する。紫外線（ＵＶ）は、定義上、非可視であ
り、したがって、主波長に関して定義することができない。紫外線は、バンドまたはピー
ク波長または波長帯によって定義される。ＵＶは、１００ｎｍから４００ｎｍまでの範囲
の波長を有するものとして定義される。濃紫色または紫およびＵＶなどの一部の可視色の
波長には重複する部分がある。この重複する範囲は、３６０ｎｍから４００ｎｍである。
この範囲内の光は、主波長またはピーク波長の両方に関して定義されうる。わかりやすく
するため、ＵＶ光および／または近ＵＶ光による照射または励起を特徴付けるために本明
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細書で使用される波長は、ピーク波長を指す。
【００５７】
　本発明の主題は、さらに、囲まれた空間および本発明の主題による少なくとも１つの照
明デバイスを含み、照明デバイスは囲まれた空間の少なくとも一部に（均一にまたは不均
一に）光を照射する、被照射エンクロージャ（その容積は均一にまたは不均一に光を照射
されうる）に関する。
【００５８】
　本発明の主題は、さらに、表面および本明細書で説明されているような少なくとも１つ
の照明デバイスを含む構造を対象とし、複数の固体発光体のうちの１つまたは複数が光照
射状態の場合に（または電流が１つまたは複数の電力線に供給された場合に）、照明デバ
イスはこの表面の少なくとも一部に光を照射する。
【００５９】
　本発明の主題は、さらに、例えば、本明細書で説明されているような少なくとも１つの
照明デバイスが取り付けられている構造物、スイミングプールまたはスパ、部屋、倉庫、
インジケータ、道路、駐車場、車両、標識、例えば交通標識、広告看板、船舶、おもちゃ
、鏡、大型船、電子デバイス、ボート、飛行機、スタジアム、コンピュータ、リモートオ
ーディオデバイス、リモートビデオデバイス、携帯電話、樹木、窓、ＬＣＤディスプレイ
、洞窟、トンネル、庭、街灯柱などからなる群から選択された、少なくとも１つの物を含
む、被照射領域を対象とする。
【００６０】
　本発明の主題によるいくつかの実施形態では、照明デバイスは、さらに、少なくとも１
つの追加の白色固体発光体、つまり、白色もしくは白色に近い色として知覚される光を放
射するデバイス（例えば、光照射状態および／または励起状態のときに、青色発光ダイオ
ードチップと黄色ルミホールとからなるパッケージ化されたＬＥＤなどの、白色もしくは
白色に近い色として知覚される光の組合せを放射する、少なくとも１つの発光ダイオード
チップおよび／または少なくとも１つのルミホールを含むパッケージ化されたＬＥＤ）を
含む。
【００６１】
　固体発光体は、飽和である場合も非飽和である場合もある。本明細書で使用されるよう
な「飽和」という用語は、少なくとも８５％の純度を持つことを意味し、「純度」という
用語は、当業者によく知られている意味を有し、純度を計算する手順は当業者によく知ら
れている。
【００６２】
　本発明の主題に関係する態様は、１９３１　ＣＩＥ（Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ　Ｉｎｔｅ
ｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｄｅ　Ｉ’Ｅｃｌａｉｒａｇｅ）色度図または１９７６　ＣＩＥ色
度図のいずれかで表すことができる。図１は、１９３１　ＣＩＥ色度図を示している。図
２は、１９７６色度図を示している。図３は、黒体軌跡を含む、１９７６色度図の一部を
示している。当業者は、これらの図を熟知しており、またこれらの図は、容易に入手可能
である（例えば、インターネットで「ＣＩＥ　Ｃｈｒｏｍａｔｉｃｉｔｙ　Ｄｉａｇｒａ
ｍ」または「ＣＩＥ色度図」を検索するとよい）。
【００６３】
　ＣＩＥ色度図は、人間の色知覚を２つのＣＩＥパラメータｘおよびｙ（１９３１色度図
の場合）またはｕ’およびｖ’（１９７６色度図の場合）に関する地図にしたものである
。ＣＩＥ色度図の技術的な説明については非特許文献３を参照されたい。スペクトル色は
、輪郭空間の縁の周りに分布し、これは、人間の目で知覚される色相のすべてを含む。境
界線は、スペクトル色の最大彩度を表す。上記のように、１９７６　ＣＩＥ色度図は、１
９３１　ＣＩＥ色度図に類似しているが、ただし、１９７６　ＣＩＥ色度図は、図上の類
似距離が類似の知覚された色の違いを表すように修正されている点が異なる。
【００６４】
　１９３１　ＣＩＥ色度図では、１９３１　ＣＩＥ色度図上の点からの偏位は、座標に関
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して、またはその代わりに、知覚された色の違いの程度に関する指標を与えるためにマク
アダム楕円に関して、表すことができる。例えば、１９３１　ＣＩＥ色度図上の特定の一
組の座標によって定義された指定された色相からの１０個のマクアダム楕円として定義さ
れる点の軌跡は、指定された色相から共通の程度だけ異なるものとそれぞれ知覚される色
相からなる（また、他の数のマクアダム楕円によって特定の色相から相隔てられるものと
して定義されている点の軌跡についても同様である）。
【００６５】
　１９７６　ＣＩＥ色度図上の類似距離は、類似の知覚された色の違いを表すので、１９
７６　ＣＩＥ色度図上のある点からの偏位は、座標ｕ’およびｖ’、例えば、点＝（Δｕ
’2＋Δｖ’2）1/2に関して表すことができ、それぞれ指定された色相からの共通距離で
ある点の軌跡は、指定された色相から共通の程度だけ異なるものとしてそれぞれ知覚され
る色相からなる。
【００６６】
　色度座標および図１～３に例示されているＣＩＥ色度図は、多数の書籍および他の刊行
物で詳しく説明されている（例えば、参照により本明細書に組み込まれている非特許文献
４の９８～１０７ページおよび非特許文献５の１０９～１１０ページを参照）。
【００６７】
　黒体軌跡にそって配置される色度座標（つまり、色点）は、プランクの公式Ｅ（λ）＝
Ａλ-5／（ｅ(B/T)－１）に従うが、ただし、Ｅは放射強度、λは放射波長、Ｔは黒体の
色温度、ＡおよびＢは定数である。黒体軌跡上にある、または黒体軌跡に近い位置にある
色座標は、人間観察者にとって心地よい白色光をもたらす。１９７６　ＣＩＥ色度図は、
黒体軌跡にそった温度リスティングを含む。これらの温度リスティングは、このような温
度まで上昇させられる黒体放射体の色経路を示している。加熱された物体は、白熱すると
きに、最初に赤みを帯びた光を発し、次いで黄色みを帯び、そして白色になり、最後に青
みを帯びた光を発する。これは、黒体放射体のピーク放射に関連する波長が、温度上昇と
ともに徐々に短くなるため生じることであり、ウィーンの変位則に従っている。黒体軌跡
上にある、または黒体軌跡の近くの位置にある光を発生する発光体は、したがって、その
色温度に関して記述することができる。
【００６８】
　本発明の主題は、付属の図面および本発明の主題の以下の詳細な説明を参照することで
より詳しく理解できる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】１９３１　ＣＩＥ色度図を示す図である。
【図２】１９７６色度図を示す図である。
【図３】黒体軌跡を含む、１９７６色度図の一部を示す図である。
【図４】本発明の主題による照明デバイスの第１の実施形態を示す図である。
【図５】図４に示されている実施形態におけるパッケージ化されたＬＥＤ　４５の一部の
断面図である。
【図６】本発明の主題による照明デバイスの第２の実施形態を示す図である。
【図７】図６に示されている実施形態におけるパッケージ化されたＬＥＤ　１６ａの断面
図である。
【図８】本発明の主題による照明デバイスの第３の実施形態を示す図である。
【図９】本発明の主題による照明デバイスの第４の実施形態におけるパッケージ化された
ＬＥＤ　１６ｄの断面図である。
【図１０】図６に示されているデバイス内の回路の一部の電気回路略図である。
【発明を実施するための形態】
【００７０】
　次に、本発明の主題の実施形態が示されている、付属の図面を参照しつつ、本発明の主
題についてさらに詳しく以下で説明する。しかし、本発明の主題は、本明細書で述べられ
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ている実施形態に限定されるものとして解釈されるべきではない。むしろ、これらの実施
形態は、本開示が詳細で完全なものとなるように、また当業者に本発明の主題の範囲が全
部伝わるように用意されたものである。全体を通して、類似の番号は、類似の要素を指す
。本明細書で使用されているように、「および／または」は、関連して列挙されている品
目の１つまたは複数のありとあらゆる組合せを含む。
【００７１】
　本明細書で使用されている用語は、特定の実施形態のみを説明することを目的としてお
り、本発明の主題の範囲を制限することは意図されていない。本明細書で使用されている
ように、「１つの（または使わない場合もある）」および「その（使わない場合もある）
」（英語原文の単数形の冠詞「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」）は、文脈上明らかに
そうでないことを示していない限り、複数形も含むことが意図されている。さらに、「含
む」および／または「含むこと」という言い回しは、本明細書内で使用されている場合、
記載されている特徴、整数、工程、動作、要素、および／またはコンポーネント（または
構成要素）の存在を意味し、１つまたは複数の他の特徴、整数、工程、動作、要素、コン
ポーネント（または構成要素）、および／またはそれらからなる群の存在もしくは追加を
除外しないことも理解されるであろう。
【００７２】
　「４８０ｎｍから４９０ｎｍまでの固体発光体」という表現は、光照射状態の場合に、
約４８０ｎｍから４９０ｎｍまでの範囲内の主波長を有する光を放射する固体発光体を意
味する。
【００７３】
　「５８０ｎｍから５９０ｎｍまでの固体発光体」という表現は、光照射状態の場合に、
約５８０ｎｍから５９０ｎｍまでの範囲内の主波長を有する光を放射する固体発光体を意
味する。
【００７４】
　層、領域、または基板などの要素が、他の要素の「上に」ある、または「上へ」広がる
、届く、伸びるなどと本明細書で言う場合、要素は、直接他の要素の上にあるか、上へ広
がる、届く、伸びるか、または介在する要素も存在しうる。対照的に、要素が、他の要素
の「上に直接」ある、「上へ直接」広がる、届く、伸びると本明細書で言う場合、介在す
る要素は存在しない。また、要素が、他の要素に「接続されている」、または「結合され
ている」と本明細書で言う場合、要素は、直接他の要素に接続されるか、または結合され
うるか、あるいは介在する要素が存在しうる。対照的に、要素が、他の要素に「直接接続
されている」か、または「直接結合されている」と本明細書で言う場合、介在する要素は
存在しない。
【００７５】
　「第１」、「第２」などの用語は、本明細書では、様々な要素、コンポーネント、領域
、層、セクション、および／またはパラメータを記述するために使用される場合があるけ
れども、これらの要素、コンポーネント、領域、層、セクション、および／またはパラメ
ータは、これらの用語によって限定されるべきではない。これらの用語は、一方の要素、
コンポーネント、領域、層、またはセクションを他方の領域、層、またはセクションから
区別するためにのみ使用される。したがって、後述の第１の要素、コンポーネント、領域
、層、またはセクションは、本発明の主題の教示から逸脱することなく第２の要素、コン
ポーネント、領域、層、またはセクションと称することが可能である。
【００７６】
　さらに、「下側」または「下端」および「上側」または「上端」などの相対語は、本明
細書では、図に示されているように一方の要素の他方の要素に対する関係を記述するため
に使用することができる。このような相対語は、図中に示されている配向に加えてデバイ
スの異なる配向をも包含することを意図されている。例えば、図中のデバイスがひっくり
返された場合、他の要素の「下側」にあると記述された要素は、他の要素の「上側」で向
き付けられるであろう。したがって、例示的用語「下側」は、図の特定の向きに応じて、
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「下側」および「上側」の両方の向きを包含しうる。同様に、図の１つのデバイスがひっ
くり返された場合、他の要素の「下」または「真下」にあると記述された要素は、他の要
素の「上」に向き付けられるであろう。したがって、「下」または「真下」という例示的
な用語は、上および下の両方の向きも包含しうる。
【００７７】
　本明細書で使用されているような「照明デバイス」という表現は、デバイスが光を放射
する能力を有することを示す以外に限定されるものではない。つまり、照明デバイスは、
平面領域または立体領域、例えば、構造物、スイミングプールまたはスパ、部屋、倉庫、
指示器、道路、駐車場、車両、標識、例えば、交通標識、広告看板、船舶、おもちゃ、鏡
、大型船、電子デバイス、ボート、飛行機、スタジアム、コンピュータ、リモートオーデ
ィオデバイス、リモートビデオデバイス、携帯電話、樹木、窓、ＬＣＤディスプレイ、洞
窟、トンネル、庭、街灯柱、またはエンクロージャに光を照射するデバイスまたはデバイ
スのアレイに光を照射するデバイス、またはエッジライト照明またはバックライト照明（
例えば、バックライトポスター、標識、ＬＣＤディスプレイ）、電球の取り替え（例えば
、ＡＣ白熱灯、低電圧灯、蛍光灯などの交換のため）、屋外照明に使用されるライト、セ
キュリティ照明に使用されるライト、外部住宅照明に使用されるライト（壁取り付け、支
柱／柱取り付け）、天井器具／壁取り付け用燭台、キャビネット下照明、ランプ（床およ
び／またはテーブルおよび／または机）、庭園燈、トラック照明、作業照明、専用照明、
天井扇風機照明、古文書／美術品展示用照明、高振動／衝撃照明－作業用照明など、鏡／
バニティミラー用照明に使用されるデバイス、または他の任意の発光デバイスとすること
ができる。
【００７８】
　「電流が第１の電力線に供給される場合」という表現の中で使用されているような「電
流」という用語は、本明細書で説明されている対応する範囲内の主波長（および／または
ピーク波長）を有する光を（複数の）固体発光体に放射させるのに十分な電流を意味する
。
【００７９】
　「直接的に、または切り替え可能な形で電気的接続される」という表現は、「直接的に
電気的接続される」または「切り替え可能な形で電気的接続される」を意味する。
【００８０】
　１つまたは複数の固体発光体が電力線に「電気的接続される」という本明細書における
記述は、電流を電力線に供給することにより電流を（複数の）固体発光体に供給できるこ
とを意味する。
【００８１】
　１つまたは複数のスイッチが電力線に電気的接続されるという本明細書における記述は
、（１つまたは複数の）スイッチが閉じている場合に電流が電力線を通って流れることが
でき、また（１つまたは複数のスイッチ）が開いている場合に電流が電力線を通って流れ
るのを妨げられうることを意味する。
【００８２】
　デバイス内の２つのコンポーネントが「切り替え可能な形で電気的接続される」という
本明細書における記述は、２つのコンポーネントの間にスイッチが配置されており、この
スイッチは開閉を選択的に行うことができ、スイッチが閉じられている場合に２つのコン
ポーネントは電気的接続され、スイッチが開いている場合に（つまり、スイッチが開いて
いる期間中）２つのコンポーネントは電気的接続されないことを意味する。
【００８３】
　固体発光体を指すときに本明細書で使用されているような「光照射」（または「光照射
状態」または「被照射」または「照射された」）という表現は、少なくともある程度の電
流が固体発光体に供給され、これにより固体発光体は、放出される放射線の少なくとも一
部の波長が１００ｎｍから１０００ｎｍまでである少なくともある程度の電磁放射線を放
出することを意味する。また、「光照射状態」または「被照射」という表現は、さらに、
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固体発光体が光を、その光が可視光であるか、または可視光であった場合に人間の目には
光の連続的放射として知覚される速度で連続的にまたは間欠的に放射する状況、あるいは
同じ色または異なる色の複数の固体発光体が光を、可視光であったか、または可視光であ
る場合にそれらの色が人間の目には光の連続的放射として（また、異なる色の光が放射さ
れる場合には、それらの色の混合として）知覚されるように間欠的におよび／または交互
に（「オン」時間で重なる場合も重ならない場合もある）放射している状況も包含する。
【００８４】
　ルミホールを指すときに本明細書で使用されるような「励起状態」または「励起された
」という表現は、少なくともある程度の電磁放射線（例えば、可視光、ＵＶ光、または赤
外線）がルミホールに接触し、ルミホールに少なくともある程度の光を放出させることを
意味する。「励起状態」または「励起された」という表現は、ルミホールが光を、人間の
目には光の連続的放射として知覚される速度で連続的にまたは間欠的に放射する状況、あ
るいは同じ色または異なる色の複数のルミホールが光を、人間の目には光の連続的放射と
して（また、異なる色の光が放射される場合には、それらの色の混合として）知覚される
ように間欠的におよび／または交互に（「オン」時間で重なる場合も重ならない場合もあ
る）放射している状況を包含する。
【００８５】
　本明細書で説明されている照明デバイスでは、固体発光体の「グループ」（例えば、「
固体発光体の第１のグループ」）と言った場合、このグループは、単一の固体発光体また
は複数の固体発光体からなるものとすることができる。同様に、ルミホールの「グループ
」（例えば、「ルミホールの第１のグループ」）と言った場合、このグループは、単一の
ルミホールまたは複数のルミホールからなるものとすることができる。
【００８６】
　別に定義されていない限り、本明細書で使用されるすべての用語（技術用語および科学
用語を含む）は、本発明の主題が属している技術分野の当業者に通常理解される意味と同
じ意味を有する。さらに、よく使われる辞書で定義されているような用語は、関連する技
術および本明細書の背景状況における意味と矛盾しない意味を持つものと解釈すべきであ
り、本開示で明確に定められていない限り、理想化されたまたは過度に正式の意味で解釈
されないことは理解されるであろう。配置された「隣接する」別の機構である構造または
機構についての言及する場合、この隣接する機構に重なり合う部分、または基礎とする部
分を有しうることもまた当業者であれば理解されるであろう。
【００８７】
　本明細書で説明されている照明デバイスでは、照明デバイスに含まれる要素の任意の組
合せは、パッケージ化して１つにまとめることができる（例えば、発光ダイオードパッケ
ージのように）。
【００８８】
　本発明の主題によるそれぞれの照明デバイス内に収納されているルミホールは、デバイ
ス内に収納されている固体発光体によって放射される光のどれかによって、および／また
はデバイス内に収納されている他のルミホールによって放射される光のどれかによって励
起されうる。様々な方式を簡単に思い付くことができ、またそれらの方式はすべて、本発
明の主題に含まれる。例えば、単一の固体発光体、第１のルミホール、および第２のルミ
ホールを含むデバイスでは、これらのルミホールは、固体発光体によって放射される光の
一部が第１ルミホールを通過し、第２のルミホールを励起するような位置に配置できる（
例えば、「積み重ねる」）。その代わりに、固体発光体によって放射される光はすべて、
第１のルミホールまたは第２のルミホールに吸収されうるか（これにより、第１および第
２のルミホールを励起し、第１および第２のルミホールに光を放射させる）、または固体
発光体によって放射される光のすべては、第１のルミホールに吸収されうる（これにより
、第１のルミホールを励起し、第１のルミホールに光を放射させる）。同様に、第１のル
ミホールによって放射される光の一部または全部は（固体発光体によって放射される光の
一部または全部を吸収した結果として励起された後）、第２のルミホールによって吸収さ
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れるか、または第２のルミホールを通過しうる。その代わりに、ルミホールは、固体発光
体によって放射される光が最初に第２のルミホールと接触し、次いで第１のルミホールと
接触するか、またはルミホールのどれかと、他のルミホールをまだ通過しないまま接触す
るように配列できる。さらに、複数の固体発光体、および／または第１および／または第
２のルミホールのうちの複数のルミホールは、それぞれから放射される光の一部または全
部が所望のコンポーネントと接触するか、または他のコンポーネントと接触することなく
照明デバイスから出るように、所望の方法で配列されうる。
【００８９】
　本発明の主題によるデバイスで使用される固体発光体、および本発明の対象によるデバ
イスで使用される（１つまたは複数の）ルミホールは、当業者に知られている固体発光体
およびルミホールのうちから選択できる。様々なこのような固体発光体およびルミホール
が容易に入手可能であり、また当業者によく知られており、これらのうちのどれでも使用
可能である。例えば、本発明の対象を実施する際に使用されうる固体発光体およびルミホ
ールは、各種の文献において開示されている。
【００９０】
　（例えば、参照により本明細書に組み込まれている２００５年１２月２２日に出願した
「LIGHTING＼DEVICE」という表題の特許文献６（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅ
ｙ、整理番号９３１＿００３　ＰＲＯ）および２００６年１２月２１日に出願した特許文
献７、
　参照により本明細書に組み込まれている２００６年４月２４日に出願した「SHIFTING S
PECTRAL CONTENT IN LEDS BY SPATIALLY SEPARATING LUMIPHOR FILMS」という表題の特許
文献８（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＡｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａ
ｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿００６　ＰＲＯ）および２００７年１月１９日に出
願した特許文献９、
　参照により本明細書に組み込まれている２００６年５月２６日に出願した「LIGHTING D
EVICE」という表題の特許文献１０（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＡ
ｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿００９　ＰＲＯ）およ
び２００７年５月２２日に出願した特許文献１１、
　参照により本明細書に組み込まれている２００６年５月２６日に出願した「SOLID STAT
E LIGHT EMITTING DEVICE AND METHOD OF MAKING SAME」という表題の特許文献１２（発
明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＮｅａｌ　Ｈｕｎｔｅｒ、整理番号９３１
＿０１０　ＰＲＯ）および２００７年５月２４日に出願した特許文献１３、
　参照により本明細書に組み込まれている２００６年５月２３日に出願した「LIGHTING D
EVICE AND METHOD OF MAKING」という表題の特許文献１４（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．
Ｎｅｇｌｅｙ、整理番号９３１＿０１１　ＰＲＯ）および２００７年５月２２日に出願し
た特許文献１５、
　参照により本明細書に組み込まれている２００６年４月２０日に出願した「LIGHTING D
EVICE AND LIGHTING METHOD」という表題の特許文献１６（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．
ＮｅｇｌｅｙおよびＡｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿
０１２　ＰＲＯ）および２００７年４月１８日に出願した特許文献１７、
　参照により本明細書に組み込まれている２００６年８月２３日に出願した「LIGHTING D
EVICE AND LIGHTING METHOD」という表題の特許文献１８（発明者：Ａｎｔｏｎｙ　Ｐａ
ｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　ＶｅｎおよびＧｅｒａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、整理番号９３１＿
０３４　ＰＲＯ）および２００７年８月２２日に出願した特許文献１９、
　参照により本明細書に組み込まれている２００６年１０月１２日に出願した「LIGHTING
 DEVICE AND METHOD OF MAKING SAME」という表題の特許文献２０（発明者：Ｇｅｒａｌ
ｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、整理番号９３１＿０４１　ＰＲＯ）および２００７年１０月１１
日に出願した特許文献２１、
　参照により本明細書に組み込まれている２００７年５月８日に出願した「LIGHTING DEV
ICE AND LIGHTING METHOD」という表題の特許文献２２（発明者：Ａｎｔｏｎｙ　Ｐａｕ
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ｌ　ｖａｎ　ｄｅ　ＶｅｎおよびＧｅｒａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、整理番号９３１＿０
７２　ＰＲＯ）、および
　参照により本明細書に組み込まれている２００８年１月２２日に出願した「ILLUMINATI
ON DEVICE HAVING ONE OR MORE LUMIPHORS, AND METHODS OF FABRICATING SAME」という
表題の特許文献２３（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＡｎｔｏｎｙ　Ｐ
ａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿０７９　ＮＰ）、２００７年１０月２
６日に出願した特許文献２４（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＡｎｔｏ
ｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿０７９　ＰＲＯ）参照。）。
【００９１】
　このような種類の固体発光体の例としては、無機発光ダイオードおよび有機発光ダイオ
ードがあり、様々な種類が当技術分野では知られている。
【００９２】
　１つまたは複数のルミネッセンス材料は、所望の任意のルミネッセンス材料とすること
ができる。１つまたは複数のルミネッセンス材料は、下方変換または上方変換が可能であ
るか、あるいは両方の種類の組合せを含むことができる。例えば、１つまたは複数のルミ
ネッセンス材料は、リン光体、シンチレータ、昼光テープ、紫外線を照射した後に可視ス
ペクトルで発光するインクなどから選択されうる。
【００９３】
　１つまたは複数のルミネッセンス材料は、所望の任意の形態のものとすることができる
。例えば、ルミネッセンス材料は、シリコーン材料などの樹脂（つまり、ポリマーマトリ
クス）、エポキシ、実質的に透明なガラス、または金属酸化物材料に埋め込むことができ
る。
【００９４】
　１つまたは複数のルミホールは、個別にどのようなルミホールでもよく、上記のように
様々なものが当業者に知られている。例えば、（複数の）ルミホール（またはそのそれぞ
れ）は、１つまたは複数のリン光体を含むことができる（または本質的に１つまたは複数
のリン光体からなるものとしてよいか、または１つまたは複数のリン光体からなるものと
してよい）。１または複数のルミホール（またはそのそれぞれ）は、望ましい場合に、さ
らに、１つまたは複数の透過率の高い（例えば、透明な、または実質的に透明な、または
いくぶん散光する）結合剤を含むことができ（または本質的に１つまたは複数の透過率の
高い（例えば、透明な、または実質的に透明な、またはいくぶん散光する）結合剤からな
るものとしてよいか、または１つまたは複数の透過率の高い（例えば、透明な、または実
質的に透明な、またはいくぶん散光する）結合剤からなるものとしてよい）、例えば、エ
ポキシ、シリコーン、ガラス、金属酸化物、または他の好適な材料で作ることができる（
例えば、１つまたは複数の結合剤を含む与えられたルミホールでは、１つまたは複数のリ
ン光体を１つまたは複数の結合剤の中に分散させることができる）。例えば、ルミホール
は、一般に、厚ければ厚いほど、リン光体の重量パーセントが低くなりうる。しかし、ル
ミホールの全体的な厚さによっては、リン光体の重量パーセントは、一般的にどのような
値でもよく、例えば、０．１重量パーセントから１００重量パーセントまでの値とするこ
とが可能である（例えば、純粋なリン光体に熱間等静圧圧縮成形法を施すことにより形成
されるリン光体）。
【００９５】
　本発明の主題によるいくつかの実施形態は、単一のルミホールを含み、他の実施形態は
、複数のルミホールを含む。複数のルミホールが存在する場合、ルミホールは分離してお
り、および／また所望の配列構成で形成されうる。例えば、ルミホールの第１のグループ
は、単一の第１グループルミホールからなり、ルミホールの第２のグループは、単一の第
２グループルミホールからなるものとすることができる。その代わりに、ルミホールの第
１のグループおよびルミホールの第２のグループは、一緒に、単一のルミホールからなる
ものとすることができる（つまり、「第１グループ第２グループルミホール」）。他の実
施形態では、照明デバイスは、少なくとも第１の混合ルミホールを含み、第１の混合ルミ
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ホールはルミホールの第１のグループの少なくとも１つおよびルミホールの第２のグルー
プの少なくとも１つを含むことができる。例えば、励起されると、本明細書で指定されて
いるような異なる範囲内の光を放射する２つ以上の種類のルミネッセンス粉体を混ぜ合わ
せて、単一のカプセル封入材構造物中に埋め込み、および／または単一のカプセル封入材
構造物内の異なる領域を占有するようにできる。同様に、励起されると本明細書で指定さ
れているような異なる範囲内の光を放射する各ルミネッセンス粉体をそれぞれが含む２つ
以上ルミネッセンス要素は、単一のルミホールの異なる領域を占有しうる。
【００９６】
　１つまたは複数のルミホール（またはそのそれぞれ）は、独立に、さらに、多数のよく
知られている添加物、例えば、拡散体、散乱体、着色材料などを含むことができる。
【００９７】
　本発明の主題によるいくつかの実施形態では、文献で説明されているように、複数の発
光ダイオードチップのうちの１つまたは複数は、複数のルミホールのうちの１つまたは複
数と一緒に１つのパッケージ内に収められ、パッケージ内の１つまたは複数のルミホール
は、パッケージ内で１つまたは複数の発光ダイオードチップから相隔てて並べられ、これ
により光抽出効率を改善できる（例えば、参照により本明細書に組み込まれている２００
５年１２月２２日に出願した「LIGHTING DEVICE」という表題の特許文献６（発明者：Ｇ
ｅｒａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、整理番号９３１＿００３　ＰＲＯ）および２００６年１
２月２１日に出願した特許文献７を参照）。
【００９８】
　本発明の主題によるいくつかの実施形態では、文献で説明されているよう、２つ以上の
ルミホールを含み、これらのルミホールのうちの２つ以上が互いに相隔てて並べられうる
（例えば、参照により本明細書に組み込まれている２００６年４月２４日に出願した「SH
IFTING SPECTRAL CONTENT IN LEDS BY SPATIALLY SEPARATING LUMIPHOR FILMS」という表
題の特許文献８（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＡｎｔｏｎｙ　Ｐａｕ
ｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿００６　ＰＲＯ）および２００７年１月１
９日に出願した特許文献９参照）。
【００９９】
　本発明の主題のいくつかの実施形態では、一組の平行固体発光体列（つまり、互いに平
行に配列された固体発光体の２つ以上の列）は、電力線と直列に配列され、これにより、
電流は電力線を通して固体発光体の各列のそれぞれに供給される。本明細書で使用されて
いるような「列」という表現は、少なくとも２つの固体発光体が電気的に直列接続されて
いることを意味する。このようないくつかの実施形態では、各列内の固体発光体の相対量
は、一方の列と次の列とでは異なり、例えば、第１の列は、第１のパーセンテージの固体
発光体を含み、固体発光体は、光照射状態のときに４８０ｎｍから４９０ｎｍの範囲内の
波長を有する光を放射するルミネッセンス材料を励起する（残部は、光照射状態のときに
５８０ｎｍから５９０ｎｍの範囲内の波長を有する光を放射するルミネッセンス材料を励
起する）。第２の列は、第２のパーセンテージ（第１のパーセンテージと異なる）の固体
発光体を含む。そうすることにより、各波長の光の相対強度を容易に調節することが可能
であり、これにより、ＣＩＥ色度図を効果的に扱い、および／または他の変更の補正し、
および／または色温度を調節することが可能である。
【０１００】
　本発明の主題のいくつかの実施形態では、固体発光体の各列の１つまたは複数に直接的
にまたは切り替え可能な形で電気的接続されている１つまたは複数の電流調整器が含まれ
、電流調整器は固体発光体の各列の１つまたは複数に供給される電流を調整するように調
整されうる。このような実施形態のいくつかにおいて、（複数の）電流調整器は、１９３
１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の４０個のマクアダム楕円（ま
たは２０個のマクアダム楕円、または１０個のマクアダム楕円、または５個のマクアダム
楕円、または３個のマクアダム楕円）内に光の混合を維持するように自動的に調製される
。
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【０１０１】
　１９３１　ＣＩＥ色度図および／または１９７６　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡への近接
度（例えば、マクアダム楕円内の）に関する本明細書で説明されている混合光に関して、
本発明の主題は、さらに、２７００Ｋ、３０００Ｋ、または３５００Ｋの色温度を有する
黒体軌跡上の光の近くに位置するそのような混合光を対象とする、つまり、
　第１の線分が第１の点と第２の点を結び、第２の線分が第２の点と第３の点を結び、第
３の線分が第３の点と第４の点を結び、第４の線分が第４の点と第５の点を結び、第５の
線分が第５の点と第１の点を結び、第１の点は０．４５７８、０．４１０１のｘ、ｙ座標
を有し、第２の点は０．４８１３、０．４３１９のｘ、ｙ座標を有し、第３の点は０．４
５６２、０．４２６０のｘ、ｙ座標を有し、第４の点は０．４３７３、０．３８９３のｘ
、ｙ座標を有し、第５の点は０．４５９３、０．３９４４のｘ、ｙ座標を有する、第１、
第２、第３、第４、および第５の線分によって囲まれた１９３１　ＣＩＥ色度図上の領域
内にある点を定義するｘ、ｙ色座標を有する混合光（つまり、２７００Ｋに近い）、また
は
　第１の線分が第１の点と第２の点を結び、第２の線分が第２の点と第３の点を結び、第
３の線分が第３の点と第４の点を結び、第４の線分が第４の点と第５の点を結び、第５の
線分が第５の点と第１の点を結び、第１の点は０．４３３８、０．４０３０のｘ、ｙ座標
を有し、第２の点は０．４５６２、０．４２６０のｘ、ｙ座標を有し、第３の点は０．４
２９９、０．４１６５のｘ、ｙ座標を有し、第４の点は０．４１４７、０．３８１４のｘ
、ｙ座標を有し、第５の点は０．４３７３、０．３８９３のｘ、ｙ座標を有する、第１、
第２、第３、第４、および第５の線分によって囲まれた１９３１　ＣＩＥ色度図上の領域
内にある点を定義するｘ、ｙ色座標を有する混合光（つまり、３０００Ｋに近い）、また
は
　第１の線分が第１の点と第２の点を結び、第２の線分が第２の点と第３の点を結び、第
３の線分が第３の点と第４の点を結び、第４の線分が第４の点と第５の点を結び、第５の
線分が第５の点と第１の点を結び、第１の点は０．４０７３、０．３９３０のｘ、ｙ座標
を有し、第２の点は０．４２９９、０．４１６５のｘ、ｙ座標を有し、第３の点は０．３
９９６、０．４０１５のｘ、ｙ座標を有し、第４の点は０．３８８９、０．３６９０のｘ
、ｙ座標を有し、第５の点は０．４１４７、０．３８１４のｘ、ｙ座標を有する、第１、
第２、第３、第４、および第５の線分によって囲まれた１９３１　ＣＩＥ色度図上の領域
内にある点を定義するｘ、ｙ色座標を有する混合光（つまり、３５００Ｋに近い）を対象
とする。
【０１０２】
　本発明の主題のいくつかの実施形態では、さらに、各列の１つまたは複数に電気的接続
された１つまたは複数のスイッチが含まれ、スイッチは、各列上の（複数の）固体発光体
に流される電流のオン、オフを選択的に切り替える。
【０１０３】
　本発明の主題のいくつかの実施形態では、１つまたは複数の電流調整器および／または
１つまたは複数のスイッチは、照明デバイスからの出力の検出された変化（例えば、黒体
軌跡からの偏位の程度）に応じて、または所望のパターン（例えば、組み合わされた放射
光の相関する色温度の変化など、昼または夜の時間に基づく）に従って、１つまたは複数
の各列を通る電流を自動的に遮断および／または調整する。
【０１０４】
　本発明の主題のいくつかの実施形態では、さらに、温度を検出し、温度が変化したとき
に、そのような温度変化を補正するため１つまたは複数の電流調整器および／または１つ
または複数のスイッチに１つまたは複数の各列を通る電流の遮断および／または調整を自
動的に行わせる１つまたは複数のサーミスタが含まれる。
【０１０５】
　本発明の主題によるいくつかの照明デバイスでは、さらに、１つまたは複数の回路コン
ポーネント、例えば、照明デバイス内の１つまたは複数の固体発光体のうちの少なくとも
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１つを通る電流の供給および制御を行うための駆動電子回路が含まれる。当業者は、固体
発光体を通過する電流の供給および制御を行うための様々な方法を熟知しており、またそ
のような方法は、本発明の主題のデバイス内で使用されうる。例えば、そのような回路は
、少なくとも１つの接点、少なくとも１つのリードフレーム、少なくとも１つの電流調整
器、少なくとも１つの電力制御装置、少なくとも１つの電圧制御装置、少なくとも１つブ
ースト、少なくとも１つのキャパシタ、および／または少なくとも１つのブリッジ整流器
を含むことができ、当業者であればそのようなコンポーネントを熟知しており、また望ま
しい電流特性を満たすように適切な回路を設計することが容易にできる。例えば、本発明
の主題を実施する際に使用されうる回路は、各種の文献において開示されている。
【０１０６】
　（例えば、参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年６月１日に出
願した「LIGHTING DEVICE WITH COOLING」という表題の特許文献２５（発明者：Ｔｈｏｍ
ａｓ　Ｇ．Ｃｏｌｅｍａｎ、Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、およびＡｎｔｏｎｙ　Ｐ
ａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿００７　ＰＲＯ）および２００７年１
月２４日に出願した特許文献２６、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年５月３１日に出願した「
LIGHTING DEVICE AND METHOD OF LIGHTING」という表題の特許文献２７（発明者：Ｇｅｒ
ａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、整理番号９３１＿０１８　ＰＲＯ）および２００７年５月３
０日に出願した特許文献２８、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年９月１３日に出願した「
BOOST/FLYBACK POWER SUPPLY TOPOLOGY WITH LOW SIDE MOSFET CURRENT CONTROL」という
表題の特許文献２９（発明者：Ｐｅｔｅｒ　Ｊａｙ　Ｍｙｅｒｓ、整理番号９３１＿０２
０　ＰＲＯ）および２００７年９月１３日に出願した「CIRCUITRY FOR SUPPLYING ELECTR
ICAL POWER TO LOADS」という表題の特許文献３０、
　２００７年６月１４日に出願した「DEVICES AND METHODS FOR POWER CONVERSION FOR L
IGHTING DEVICES WHICH INCLUDE SOLID STATE LIGHT EMITTERS」という表題の特許文献３
１（発明者：Ｐｅｔｅｒ　Ｊａｙ　Ｍｙｅｒｓ、整理番号９３１＿０７６　ＰＲＯ）、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００７年１１月２８日に出願した
「SOLID STATE LIGHTING DEVICES AND METHODS OF MANUFACTURING THE SAME」という表題
の特許文献３２（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、Ａｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　
ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、Ｋｅｎｎｅｔｈ　Ｒ．Ｂｙｒｄ、およびＰｅｔｅｒ　Ｊａｙ　Ｍ
ｙｅｒｓ、整理番号９３１＿０８２　ＰＲＯ）および２００８年４月１日に出願した特許
文献３３、および
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００８年１月２３日に出願した「
FREQUENCY CONVERTED DIMMING SIGNAL GENERATION」という表題の特許文献３４（発明者
：Ｐｅｔｅｒ　Ｊａｙ　Ｍｙｅｒｓ、Ｍｉｃｈａｅｌ　Ｈａｒｒｉｓ、およびＴｅｒｒｙ
　Ｇｉｖｅｎ、整理番号９３１＿０８５　ＰＲＯ）および２００８年３月２７日に出願し
た特許文献３５参照）。
【０１０７】
　それに加えて、当業者であれば、多くの異なる種類の照明用の様々な取付構造物を熟知
しており、またそのような構造はどれも、本発明の主題に従って使用できる。
【０１０８】
　例えば、本発明の主題を実施する際に使用されうる固定具、他の取付構造物、および完
成照明アセンブリは、各種の文献において開示されている。
【０１０９】
　（例えば、参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００５年１２月２１日
に出願した「LIGHTING DEVICE」という表題の特許文献３６（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ
．Ｎｅｇｌｅｙ、Ａｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、およびＮｅａｌ　Ｈ
ｕｎｔｅｒ、整理番号９３１＿００２　ＰＲＯ）および２００６年１２月２０日に出願し
た特許文献３７、
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　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年５月５日に出願した「LI
GHTING DEVICE」という表題の特許文献３８（発明者：Ａｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ
　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿００８　ＰＲＯ）および２００７年５月３日に出願し
た特許文献３９、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年５月３１日に出願した「
LIGHTING DEVICE AND METHOD OF LIGHTING」という表題の特許文献４０（発明者：Ｇｅｒ
ａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、Ａｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、およびＴ
ｈｏｍａｓ　Ｇ．Ｃｏｌｅｍａｎ、整理番号９３１＿０１７　ＰＲＯ）および２００７年
５月３０日に出願した特許文献４１、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年９月１８日に出願した「
LIGHTING DEVICES, LIGHTING ASSEMBLIES, FIXTURES AND METHODS OF USING SAME」とい
う表題の特許文献４２（発明者：Ａｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理
番号９３１＿０１９　ＰＲＯ）および２００７年９月１７日に出願した特許文献４３、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年９月２１日に出願した「
LIGHTING ASSEMBLIES, METHODS OF INSTALLING SAME, AND METHODS OF REPLACING LIGHTS
」という表題の特許文献４４（発明者：Ａｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ
およびＧｅｒａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、整理番号９３１＿０２１　ＰＲＯ）および２０
０７年９月２１日に出願した特許文献４５、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年１１月１３日に出願した
「LIGHTING DEVICE, ILLUMINATED ENCLOSURE AND LIGHTING METHODS」という表題の特許
文献４６（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、整理番号９３１＿０２６　ＰＲＯ
）および２００７年１１月１３日に出願した特許文献４７、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年１１月１４日に出願した
「LIGHT ENGINE ASSEMBLIES」という表題の特許文献４８（発明者：Ｐａｕｌ　Ｋｅｎｎ
ｅｔｈ　ＰｉｃｋａｒｄおよびＧａｒｙ　Ｄａｖｉｄ　Ｔｒｏｔｔ、整理番号９３１＿０
３６　ＰＲＯ）および２００７年１１月１３日に出願した特許文献４９、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年１１月１４日に出願した
「LIGHTING ASSEMBLIES AND COMPONENTS FOR LIGHTING ASSEMBLIES」という表題の特許文
献５０（発明者：Ｇａｒｙ　Ｄａｖｉｄ　ＴｒｏｔｔおよびＰａｕｌ　Ｋｅｎｎｅｔｈ　
Ｐｉｃｋａｒｄ、整理番号９３１＿０３７　ＰＲＯ）および２００７年４月１８日に出願
した特許文献５１、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年１０月２３日に出願した
「LIGHTING DEVICES AND METHODS OF INSTALLING LIGHT ENGINE HOUSINGS AND/OR TRIM E
LEMENTS IN LIGHTING DEVICE HOUSINGS」という表題の特許文献５２（発明者：Ｇａｒｙ
　Ｄａｖｉｄ　ＴｒｏｔｔおよびＰａｕｌ　Ｋｅｎｎｅｔｈ　Ｐｉｃｋａｒｄ、整理番号
９３１＿０３８　ＰＲＯ）および２００７年１０月２３日に出願した特許文献５３、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００６年１１月３０日に出願した
「LED DOWNLIGHT WITH ACCESSORY ATTACHMENT」という表題の特許文献５４（発明者：Ｇ
ａｒｙ　Ｄａｖｉｄ　Ｔｒｏｔｔ、Ｐａｕｌ　Ｋｅｎｎｅｔｈ　Ｐｉｃｋａｒｄ、および
Ｅｄ　Ａｄａｍｓ、整理番号９３１＿０４４　ＰＲＯ）、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００７年５月７日に出願した「LI
GHT FIXTURES, LIGHTING DEVICES, AND COMPONENTS FOR THE SAME」という表題の特許文
献５５（発明者：Ｐａｕｌ　Ｋｅｎｎｅｔｈ　Ｐｉｃｋａｒｄ、Ｇａｒｙ　Ｄａｖｉｄ　
Ｔｒｏｔｔ、およびＥｄ　Ａｄａｍｓ、整理番号９３１＿０５５　ＰＲＯ）および２００
７年１１月３０日に出願した特許文献５６（発明者：Ｇａｒｙ　Ｄａｖｉｄ　Ｔｒｏｔｔ
、Ｐａｕｌ　Ｋｅｎｎｅｔｈ　Ｐｉｃｋａｒｄ、およびＥｄ　Ａｄａｍｓ、整理番号９３
１＿０５５　ＮＰ）、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００７年５月４日に出願した「LI
GHTING FIXTURE」という表題の特許文献５７（発明者：Ｐａｕｌ　Ｋｅｎｎｅｔｈ　Ｐｉ
ｃｋａｒｄ、Ｊａｍｅｓ　Ｍｉｃｈａｅｌ　ＬＡＹ、およびＧａｒｙ　Ｄａｖｉｄ　Ｔｒ
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ｏｔｔ、整理番号９３１＿０６９　ＰＲＯ）、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００７年５月７日に出願した「LI
GHT FIXTURES AND LIGHTING DEVICES」という表題の特許文献５８（発明者：Ｇａｒｙ　
Ｄａｖｉｄ　ＴｒｏｔｔおよびＰａｕｌ　Ｋｅｎｎｅｔｈ　Ｐｉｃｋａｒｄ、整理番号９
３１＿０７１　ＰＲＯ）、および
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００８年２月１５日に出願した「
LIGHT FIXTURES AND LIGHTING DEVICES」という表題の特許文献５９（発明者：Ｐａｕｌ
　Ｋｅｎｎｅｔｈ　ＰｉｃｋａｒｄおよびＧａｒｙ　Ｄａｖｉｄ　Ｔｒｏｔｔ、整理番号
９３１＿０８６　ＰＲＯ）および２００８年３月１８日に出願した特許文献６０参照）。
【０１１０】
　本発明の主題によるいくつかの照明デバイスでは、さらに、１つまたは複数の電源、例
えば、１つまたは複数の電池および／または太陽電池、および／または１つまたは複数の
標準ＡＣ電源プラグが含まれる。
【０１１１】
　本発明の主題による照明デバイスは、固体発光体およびルミホールを望む数だけ含むこ
とができる。例えば、本発明の主題による照明デバイスは、５０個以上の固体発光体を含
むか、または１００個以上の固体発光体などを含むことができる。
【０１１２】
　本発明の主題の照明デバイス内の可視光源は、所望の方法で配列され、取り付けられ、
電力を供給され、また所望のハウジングもしくは固定具に取り付けられうる。好適な配列
構成の代表例については各種の文献において説明されている。
【０１１３】
　例えば、参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００８年１月２２日に出
願した「FAULT TOLERANT LIGHT EMITTERS, SYSTEMS INCORPORATING FAULT TOLERANT LIGH
T EMITTERS AND METHODS OF FABRICATING FAULT TOLERANT LIGHT EMITTERS」という表題
の特許文献６１（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＡｎｔｏｎｙ　Ｐａｕ
ｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿０５６　ＮＰ）、２００７年１月２２日に
出願した「HIGH VOLTAGE SOLID STATE LIGHT EMITTER」という表題の特許文献６２（発明
者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙ、整理番号９３１＿０５６　ＰＲＯ）、２００７年
１０月２６日に出願した「FAULT TOLERANT LIGHT EMITTERS, SYSTEMS INCORPORATING FAU
LT TOLERANT LIGHT EMITTERS AND METHODS OF FABRICATING FAULT TOLERANT LIGHT EMITT
ERS」という表題の特許文献６３（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＡｎ
ｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿０５６　ＰＲＯ２）、お
よび２００７年１１月９日に出願した特許文献６４（整理番号９３１＿０５６　ＰＲＯ３
）、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００８年１月２２日に出願した「
ILLUMINATION DEVICES USING EXTERNALLY INTERCONNECTED ARRAYS OF LIGHT EMITTING DE
VICES, AND METHODS OF FABRICATING SAME」という表題の特許文献６５（発明者：Ｇｅｒ
ａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＡｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理
番号９３１＿０７８　ＮＰ）、２００７年１０月２６日に出願した特許文献６６（発明者
：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＡｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅ
ｎ、整理番号９３１＿０７８　ＰＲＯ）、および２００７年１１月９日に出願した特許文
献６７（整理番号９３１＿０７８　ＰＲＯ２）、
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれている２００８年１月２２日に出願した「
ILLUMINATION DEVICE HAVING ONE OR MORE LUMIPHORS, AND METHODS OF FABRICATING SAM
E」という表題の特許文献２３（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．ＮｅｇｌｅｙおよびＡｎｔ
ｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿０７９　ＮＰ）、２００７
年１０月２６日に出願した特許文献２４（発明者：Ｇｅｒａｌｄ　Ｈ．Ｎｅｇｌｅｙおよ
びＡｎｔｏｎｙ　Ｐａｕｌ　ｖａｎ　ｄｅ　Ｖｅｎ、整理番号９３１＿０７９　ＰＲＯ）
参照。
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【０１１４】
　それに加えて、当業者であれば、様々な配列構成、取付方式、電力供給装置、ハウジン
グ、および固定具を熟知しており、そのような配列構成、方式、装置、ハウジング、およ
び固定具は、本発明の主題に関連して使用されうる。本発明の主題の照明デバイスは、所
望の電源に電気的接続され（または、選択的に接続され）ようにでき、当業者であれば様
々なそのような電源を熟知している。
【０１１５】
　本発明の主題によるデバイスは、さらに、１つまたは複数の耐用期間の長い冷却デバイ
ス（例えば、極端に長い耐用期間を有するファン）を含むことができる。このような耐用
期間の長い（複数の）冷却デバイスは、「中国扇子」などの空気を動かす圧電材料または
磁気抵抗材料（例えば、ＭＲ、ＧＭＲ、および／またはＨＭＲ材料）を含むことができる
。本発明の主題によるデバイスを冷却する際に、典型的には、１０から１５℃の温度低下
を誘発するために境界層を破壊するのに十分な量の空気があればよい。したがって、この
ような場合、強い「風」または大きな流体流量（大きなＣＦＭ）は、典型的には必要ない
（これにより、従来のファンが必要なくなる）。
【０１１６】
　さらに、本発明の主題によるデバイスは、放射光の投影される性質をさらに変更するた
めの二次光学系を含むことができる。このような二次光学系は、当業者によく知られてお
り、したがって、本明細書では詳しく説明される必要のないものである－そのような二次
光学系は、必要ならば使用してもよい。
【０１１７】
　さらに、本発明の主題によるデバイスは、センサーまたは充電器もしくはカメラなどを
含むことができる。例えば、当業者であれば、１つまたは複数の出現を検出し（例えば、
物体または人の動きを検出するモーション検出器）、そのような検出結果に応じて、光の
照射をトリガーするデバイスを熟知しており、また容易に取り扱える。代表例として、本
発明の主題によるデバイスは、本発明の主題による照明デバイスおよびモーションセンサ
ーを含むことができ、また（１）光照射が行われている間、モーションセンサーが動きを
検出した場合に、セキュリティカメラが作動して、動きが検出された位置の、またはその
周囲の視覚的データを記録し、（２）モーションセンサーが動きを検出した場合に、光照
射が行われて、動きが検出された位置の近くの領域を照明し、セキュリティカメラが作動
して、動きが検出された位置の、またはその周囲の視覚的データを記録するといったこと
を行うように構成できる。
【０１１８】
　本発明の主題による実施形態は、本明細書では、本発明の主題の理想化された実施形態
の略図となっている断面図（および／または平面図）を参照しつつ説明されている。その
ようなものとして、例えば製造技術および／または許容誤差があるため図の形状と異なる
場合のあることが予想される。したがって、本発明の主題の実施形態は、本明細書で例示
されている領域の特定の形状に制限されるものとして解釈されるべきでなく、例えば製造
から結果として生じる形状の外れを含むものとすべきである。例えば、矩形であると例示
または説明されている成形領域は、典型的には、丸いまたは湾曲した特徴を持つ。したが
って、図に例示されている領域は、本質的に概略を示すものであり、その形状は、デバイ
スの領域の正確な形状を示すことを意図されておらず、また本発明の主題の範囲を制限す
ることも意図されていない。
【０１１９】
　図４は、本発明の主題による照明デバイスの第１の実施形態を示している。
【０１２０】
　図４を参照すると、照明デバイス１０が示されている。照明デバイス１０は、熱拡散要
素１１（アルミニウム成形）、絶縁領域１２（熱伝導性を有し、電気伝導性を有しない所
望の材料であって、例えば、炭化ケイ素、ダイヤモンド、立方晶窒化ホウ素、アルミナな
どを適宜充填したセラミック、エポキシ、またはシリコーン等の様々なものが当業者によ
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く知られている材料を含む）、高反射面１３（アルミニウム熱拡散要素の表面を研磨して
その場で形成されるか、またはＭＣＰＥＴ（登録商標）（日本企業の古河電気工業株式会
社により販売）から作られる）、銅で作られた伝導性トレース１４、銀メッキされた銅（
または銀メッキされた軟鋼）で作られたリードフレーム１５、パッケージ化されたＬＥＤ
　４５（以下でさらに詳しく説明される）、拡散光散乱面を持つ反射コーン１７（ＭＣＰ
ＥＴ（登録商標）で作られる）、および拡散要素１８（拡散要素１８は光散乱機能を実行
する）を含む。拡散要素１８はガラスまたはプラスチック製であり、表面特徴を持つ。図
４に示されているデバイスは、さらに、伝導性トレース１４を備えるプリント基板（ＰＣ
Ｂ）２８を含む。
【０１２１】
　第１のパッケージ化されたＬＥＤ　４５の一部が図５に示されている。第１のパッケー
ジ化されたＬＥＤ　４５は、ＬＥＤチップ４６と、第１のルミホール５３と、第２のルミ
ホール５１とを含む。ＬＥＤチップ４６は、光照射状態の場合に、近紫外線領域内のピー
ク波長を有する光を放出する。第１のルミホール５３は、励起された場合に、約４８０ｎ
ｍから約４９０ｎｍまでの範囲内の主波長を有する光を放射する。第２のルミホールは、
励起された場合に、約５８０ｎｍから約５９０ｎｍまでの範囲内の主波長を有する光を放
射する。
【０１２２】
　熱拡散要素１１は、熱を拡散させるために使用され、ヒートシンクとして働き、ＬＥＤ
から出る熱を散逸させる。同様に、反射コーン１７も、ヒートシンクとして機能する。
【０１２３】
　第１のパッケージ化されたＬＥＤ　４５によって放射された照明デバイス１０から出る
光の組合せは、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡上の少なくとも１つの点の１０個の
マクアダム楕円内にある１９３１　ＣＩＥ色度図上の１つの点に対応する。
【０１２４】
　図６は、本発明の主題による照明デバイスの第２の実施形態を示している。図６に示す
デバイスは、第１のパッケージ化されたＬＥＤ　１６ａおよび第２のパッケージ化された
ＬＥＤ　１６ｂを含む。第１のパッケージ化されたＬＥＤ　１６ａ（図７に示す）は、Ｌ
ＥＤチップ３１と、ルミホール３５ａとを含む。ＬＥＤチップ３１は、光照射状態の場合
に、近紫外線領域内のピーク波長を有する光を放射する。第１のルミホール３５ａは、励
起された場合に、約４８０ｎｍから約４９０ｎｍまでの範囲内の主波長を有する光を放射
する。第２のパッケージ化されたＬＥＤ　１６ｂは、第１のパッケージ化されたＬＥＤ　
１６ａに類似している。しかし、第２のパッケージ化されたＬＥＤ　１６ｂは、第１のル
ミホール３５ａの代わりに、励起された場合に約５８０ｎｍから約５９０ｎｍまでの範囲
内の主波長を有する光を放射するルミホールを含むことが異なっている。
【０１２５】
　図８は、本発明の主題による照明デバイスの第３の実施形態を示している。図８に示す
デバイスは、パッケージ化されたＬＥＤ　１６ｃを含む。パッケージ化されたＬＥＤ　１
６ｃは、第１のパッケージ化されたＬＥＤ　１６ａに類似している。しかし、パッケージ
化されたＬＥＤ　１６ｃは、第１のルミホール３５ａの代わりに、励起された場合に約４
８０ｎｍから約４９０ｎｍまでの範囲内の主波長を有する光を放射するルミネッセンス材
料と、励起された場合に約５８０ｎｍから約５９０ｎｍまでの範囲内の主波長を有する光
を放射するルミネッセンス材料との混合を含むルミホールを含むことが異なっている。
【０１２６】
　本発明の主題による照明デバイスの第４の実施形態は、図６に示すデバイスと類似して
いる。しかし、第４の実施形態では、第１のパッケージ化されたＬＥＤ　１６ａの代わり
に、パッケージ化されたＬＥＤ　１６ｂを含む。パッケージ化されたＬＥＤ　１６ｂは、
（１）光照射状態の場合に、近紫外線領域内のピーク波長を有する光を放射するＬＥＤチ
ップと、（２）励起された場合に、約５８０ｎｍから約５９０ｎｍまでの範囲内の主波長
を有する光を放射するルミホールと、を含み、第２のパッケージ化されたＬＥＤ　１６ｂ
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含む。パッケージ化されたＬＥＤ　１６ｄは、ＬＥＤチップ２１を含み、ＬＥＤチップ２
１は、光照射状態の場合に、約４８０ｎｍから約４９０ｎｍまでの範囲内の主波長を有す
る光を放射する（パッケージ化されたＬＥＤ　１６ｄは、いかなるルミネッセンス材料を
も含まない）。
【０１２７】
　本発明の主題による照明デバイスの第５の実施形態は、第４の実施形態に類似している
。しかし、第５の実施形態では、パッケージ化されたＬＥＤ　１６ｂの代わりに、パッケ
ージ化されたＬＥＤを含む。このパッケージ化されたＬＥＤは、（１）光照射状態の場合
に、近紫外線領域内のピーク波長を有する光を放射するＬＥＤチップと、（２）励起され
た場合に、約４８０ｎｍから約４９０ｎｍまでの範囲内の主波長を有する光を放射するル
ミホールと、を含み、パッケージ化されたＬＥＤ　１６ｄの代わりに、第５の実施形態で
は、パッケージ化されたＬＥＤを含む。このパッケージ化されたＬＥＤは、ＬＥＤチップ
を含み、このＬＥＤチップは、光照射状態の場合に、約５８０ｎｍから約５９０ｎｍまで
の範囲内の主波長を有する光を放射する。
【０１２８】
　図１０は、図６に示すデバイス内の回路の一部の電気回路図である。図１０に示すよう
に、照明デバイスは、ＬＥＤ　１６ａの第１の列４１、ＬＥＤ　１６ｂの第２の列４２、
およびＬＥＤ　１６ａとＬＥＤ　１６ｂの混合を含む第３の列４３を含み、これらの列は
互いに並列に配列され、共通の電力線４４に電気的に接続されている。それぞれの列は、
各電流調整器４５、４６、４７を含む。
【０１２９】
　本明細書に記載されているデバイスの２またはそれ以上の任意の構造的部分を組み合わ
せることができる。本明細書に記載されているデバイスの任意の構造的部分は、２または
それ以上の部分（必要であれば互いに組み合わせて）において実施可能である。
【０１３０】
　さらに、本発明の主題の特定の実施形態は、特定の組み合わせの要素を参照して説明さ
れているが、他の多様な組み合わせもまた、本発明の主題の教示から逸脱することなく実
施可能である。したがって、本発明の主題は、本明細書および図面で説明した特定の例示
的実施形態に限定されると解釈してはならず、説明した多様な実施形態の要素の組み合わ
せもまた包含することができる。
【０１３１】
　多くの変更形態および修正形態も、当業者であれば、本発明の主題の精神および範囲か
ら逸脱することなく、本発明の開示の利点を活かして製作することができる。したがって
、例示されている実施形態は、例を示すことのみを目的として記載されていること、また
以下の特許請求の範囲によって定義されるような本発明の主題を制限するものとして解釈
されるべきではないことを理解しなければならない。したがって、以下の特許請求の範囲
は、文字通りに記載されている要素の組合せだけでなく実質的に同じ結果を得るために実
質的に同じようにして実質的に同じ機能を実行するためのすべての同等の要素をも含むと
して解釈されるべきである。したがって、これら特許請求の範囲は、上で特に例示され、
説明されているもの、概念上同等のもの、さらに本発明の主題の本質的アイデアを組み込
んだものを含むと考えなければならない。
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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月12日(2010.1.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第１の固体発光体を含む固体発光体の第１のグループを含む第１の発光体の
グループと、
　第２の発光体のグループと、
　第３の発光体のグループと、
　を備え、
　　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれは、光照射状態の場合に近紫外線領域ま
たは紫外線領域にピーク波長を有する光を放射し、
　　前記第２の発光体のグループは、光を放射する場合に約４８０ｎｍから約４９０ｎｍ
の範囲内に主波長を有する光を放射し、
　　前記第３の発光体のグループは、光を放射する場合に約５８０ｎｍから約５９０ｎｍ
の範囲内に主波長を有する光を放射する
　ことを特徴とする照明デバイス。
【請求項２】
　前記第２の発光体のグループは、第１のルミネッセンス材料を含み、
　前記第３の発光体のグループは、第２のルミネッセンス材料を含み、
　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれが光照射状態であり、かつ、前記第１のル
ミネッセンス材料の少なくとも一部と、前記第２のルミネッセンス材料の少なくとも一部
とが励起されている場合、（１）前記固体発光体の第１のグループによって放射された前
記照明デバイスから放射される光と、（２）前記第１のルミネッセンス材料によって放射
された前記照明デバイスから放射される光と、（３）前記第２のルミネッセンス材料によ
って放射された前記照明デバイスから放射される光との混合は、追加の光が存在しない場
合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の２０個のマクア
ダム楕円内の１つの点を定義するｘ、ｙ座標が、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような
混合照射をもたらすことを特徴とする請求項１に記載の照明デバイス。
【請求項３】
　前記第２の発光体のグループは、第１のルミネッセンス材料を含み、
　前記第３の発光体のグループは、少なくとも１つの固体発光体を含む固体発光体の第２
のグループを含み、
　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれと、前記固体発光体の第２のグループのそ
れぞれとが光照射状態であり、かつ、前記第１のルミネッセンス材料の少なくとも一部と
が励起されている場合、（１）前記固体発光体の第１のグループによって放射された前記
照明デバイスから放射される光と、（２）前記第１のルミネッセンス材料によって放射さ
れた前記照明デバイスから放射される光と、（３）前記固体発光体の第２のグループによ
って放射された前記照明デバイスから放射される光との混合は、追加の光が存在しない場
合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の２０個のマクア
ダム楕円内の１つの点を定義するｘ、ｙ座標が、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような
混合照射をもたらすことを特徴とする請求項１に記載の照明デバイス。
【請求項４】
　前記第２の発光体のグループは、少なくとも１つの固体発光体を含む固体発光体の第２
のグループを含み、
　前記第３の発光体のグループは、第１のルミネッセンス材料を含み、
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　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれと、前記固体発光体の第２のグループのそ
れぞれとが光照射状態であり、かつ、前記第１のルミネッセンス材料の少なくとも一部が
励起されている場合、（１）前記固体発光体の第１のグループによって放射された前記照
明デバイスから放射される光と、（２）前記固体発光体の第２のグループによって放射さ
れた前記照明デバイスから放射される光と、（３）前記第１のルミネッセンス材料によっ
て放射された前記照明デバイスから放射される光との混合は、追加の光が存在しない場合
に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の２０個のマクアダ
ム楕円内の１つの点を定義するｘ、ｙ座標が、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような混
合照射をもたらすことを特徴とする請求項１に記載の照明デバイス。
【請求項５】
　前記第２の発光体のグループは、第１のルミネッセンス材料を含み、
　前記第３の発光体のグループは、第２のルミネッセンス材料を含み、
　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれが光照射状態の場合、前記固体発光体の第
１のグループによって放射された少なくとも一部の光が、前記第１のルミネッセンス材料
の少なくとも一部と、前記第２のルミネッセンス材料の少なくとも一部とを励起し、かつ
、（１）前記固体発光体の第１のグループによって放射された前記照明デバイスから放射
される光と、（２）前記第１のルミネッセンス材料によって放射された前記照明デバイス
から放射される光と、（３）前記第２のルミネッセンス材料によって放射された前記照明
デバイスから放射される光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ
色度図上の黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内の１つの点を
定義するｘ、ｙ座標が、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような混合照射をもたらすこと
を特徴とする請求項１に記載の照明デバイス。
【請求項６】
　前記第２の発光体のグループは、第１のルミネッセンス材料を含み、
　前記第３の発光体のグループは、少なくとも１つの固体発光体を含む固体発光体の第２
のグループを含み、
　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれと、前記固体発光体の第２のグループのそ
れぞれとが光照射状態の場合、前記固体発光体の第１のグループによって放射された少な
くとも一部の光が前記第１のルミネッセンス材料の少なくとも一部を励起し、かつ、（１
）前記固体発光体の第１のグループによって放射された前記照明デバイスから放射される
光と、（２）前記第１のルミネッセンス材料によって放射された前記照明デバイスから放
射される光と、（３）前記固体発光体の第２のグループによって放射された前記照明デバ
イスから放射される光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度
図上の黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内の１つの点を定義
するｘ、ｙ座標が、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような混合照射をもたらすことを特
徴とする請求項１に記載の照明デバイス。
【請求項７】
　前記第２の発光体のグループは、少なくとも１つの固体発光体を含む固体発光体の第２
のグループを含み、
　前記第３の発光体のグループは、第１のルミネッセンス材料を含み、
　前記固体発光体の第１のグループのそれぞれと、前記固体発光体の第２のグループのそ
れぞれとが光照射状態の場合、前記固体発光体の第１のグループによって放射された少な
くとも一部の光と、前記固体発光体の第２のグループによって放射された少なくとも一部
の光とが、前記第１のルミネッセンス材料の少なくとも一部を励起し、かつ、（１）前記
固体発光体の第１のグループによって放射された前記照明デバイスから放射される光と、
（２）前記固体発光体の第２のグループによって放射された前記照明デバイスから放射さ
れる光と、（３）前記第１のルミネッセンス材料によって放射された前記照明デバイスか
ら放射される光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上の
黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内の１つの点を定義するｘ
、ｙ座標が、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような混合照射をもたらすことを特徴とす
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る請求項１に記載の照明デバイス。
【請求項８】
　前記第１のルミネッセンス材料は、少なくとも第１のルミホールに含まれることを特徴
とする請求項１から７のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項９】
　前記照明デバイスは、少なくとも第１のパッケージを含み、前記第１のパッケージは、
前記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つと、前記第１のルミネッセンス材料の
少なくとも一部とを含むことを特徴とする請求項１から８のうちのいずれか一項に記載の
照明デバイス。
【請求項１０】
　前記照明デバイスは、少なくとも第１の電力線と、少なくとも第２の電力線と、少なく
とも第１の電流調整器とをさらに含み、
　少なくとも前記固体発光体の第１のグループの第１のものは、前記第１の電力線に電気
的に接続され、
　少なくとも前記固体発光体の第１のグループの第２のものは、前記第２の電力線に電気
的に接続され、
　少なくとも前記第１のルミネッセンス材料の一部は、前記第１の固体発光体が光照射状
態の場合に励起され、
　少なくとも前記第２のルミネッセンス材料の一部は、前記第２の固体発光体が光照射状
態の場合に励起され、
　前記第１の電流調整器は、前記第１および第２の電力線の少なくとも１つに供給する電
流を変化させるように調整できる
　ことを特徴とする請求項２または５に記載の照明デバイス。
【請求項１１】
　前記照明デバイスにおける固体発光体のそれぞれが光照射状態の場合、前記混合は少な
くとも８５のＣＲＩ　Ｒａを有することを特徴とする請求項１から１０のうちのいずれか
一項に記載の照明デバイス。
【請求項１２】
　前記固体発光体の第１のグループの少なくとも１つは、発光ダイオードを含むことを特
徴とする請求項１から１１のうちのいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１３】
　照明方法であって、
　少なくとも１つの固体発光体を含む固体発光体の第１のグループに光照射を行わせ、前
記固体発光体の第１のグループのそれぞれが近紫外線領域または紫外線領域にピーク波長
を有する光を放射するステップと、
　第２の発光体のグループに、約４８０ｎｍから約４９０ｎｍの範囲内に主波長を有する
光を放射させるステップと、
　第３の発光体のグループに、約５８０ｎｍから約５９０ｎｍの範囲内に主波長を有する
光を放射させるステップと、
　を備え、
　（１）前記固体発光体の第１のグループによって放射された照明デバイスから放射され
る光と、（２）前記第２の発光体のグループによって放射された前記照明デバイスから放
射される光と、（３）前記第３の発光体のグループによって放射された前記照明デバイス
から放射される光との混合は、追加の光が存在しない場合に、１９３１　ＣＩＥ色度図上
の黒体軌跡に載る少なくとも１つの点の２０個のマクアダム楕円内の１つの点を定義する
ｘ、ｙ座標が、１９３１　ＣＩＥ色度図上にあるような混合光照射をもたらす
　ことを特徴とする照明方法。
【請求項１４】
　前記第２の発光体のグループは、第１のルミネッセンス材料を含み、
　前記第３の発光体のグループは、第２のルミネッセンス材料を含む
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　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２の発光体のグループは、第１のルミネッセンス材料を含み、
　前記第３の発光体のグループは、少なくとも１つの固体発光体を含む固体発光体の第２
のグループを含む
　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第２の発光体のグループは、少なくとも１つの固体発光体を含む固体発光体の第２
のグループを含み、
　前記第３の発光体のグループは、第１のルミネッセンス材料を含む
　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記固体発光体の第１のグループから放射された光は、前記ルミネッセンス材料の少な
くとも一部を励起することを特徴とする請求項１４から１６のうちのいずれか一項に記載
の方法。
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